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第 12節 伊勢堂岱遺跡出土アスフアルトの産地同定

(北海道大学高等教育機能開発総合センター)小笠原 正明

1.はじめに

従来から縄文前期以降の北日本や東日本の遺跡からは，ニカワのようなものが付着した鍛や土器が

よく出土していた。鍛を木の柄にとりつけたり壊れた土器を補修するために，何か接着剤のようなも

のが使われていたらしい。このような有機物は，以前から天然アスフアルトともタールとも言われて

いたが，最近の著者らの研究によって，少なくとも日本においては，その多くが天然のアスフアルト

であることが明らかにされている(小笠原 1994)。

これまでの出土事例から見ると，縄文の前期以降，本格的には後期・晩期において，アスフアルト

は人々の生活に日常的に使われていた貴重な接着剤であった。しかし，天然アスフアルトの産地は東

日本の日本海側の一部に限られているので，それ以外の地域の住民は，場所によっては何百キロも離

れた産地から運ばれたアスフアルトを使用していたことになる(我孫子)。そこで アスフアルトの

化学構造から産地を推定できないか という考えが生まれる。

しかし一口にアスフアルトと言っても，化学構造の観点から見ればその実体は，ベンゼンのような

もの，シクロヘキサンのようなもの，いろいろな長さの炭化水素など複雑な化合物が多数入り交じっ

た混合物である。アスフアルトは，考古遺跡から発掘される数少ない有機物であるにもかかわらず，

きちんとした分析が行われていなかったのはこのような複雑さに原因がある。しかし，比較的最近，

東日本および北日本各地からアスフアルトがまとまった固まりとして発掘されるようになった(阿部

1994 ; 1996)。たとえば，南茅部の豊崎N遺跡では，後期の形式の土器の中から 500グラムものアス

フアルトの固まりが発見されている(阿部 1994)(注 1)。本格的な化学分析は このようにふんだん

に消費できる資料の発見から始まった。

アスフアルトの化学構造をきちんと決定することは事実上不可能であるが，複雑な化学成分をいく

つかの似たような化合物(クラス)ごとに分けて，それぞれの成分比から出土アスフアルトの特徴を

明らかにすることは可能である(横山 1993)。アスフアルトの一般的な成分表を見てみると，ベンゼ

ン環が 11聞のもの， 2個のもの， 3個のもの，あるいはベンゼン環を含まないパラフイン成分などが

あることがわかる。高速液体クロマトグラフイーを使えば このようなベンゼン環の数によるクラス

分けができる。例えば，アスフアルトがタールなどから区別されるのは，ベンゼン環を含む成分に比

べて，ベンゼン環を含まないパラフイン成分がはっきり多いからである。さらに，ベンゼ、ン環など芳

香族成分とパラフィン成分の組成比から アスフアルトを分類することができる(小笠原 1994)。

この報告では，以上のような大ざっぱな分類法に加えて，それぞれのクラスごとの質量分析スベク

トルを測定し，そのパターンの分類からアスフアルトの産地を推定する方法について述べる。さらに，

本資料のマススベクトル分析を契機に これまで米代川流域と馬淵川流域の縄文遺跡から出土したア

スフアルトは，ほとんど米代川の下流域にある二ツ井のアスフアルトの湧出地から得られたものと推

定できるようになったことについて述べる。

2. 産地の同定法の概要

アスフアルト試料の化学分析は次のようにして行う。まず，発掘試料の表面部分を取り除いて，一
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部を元素分析のためにとっておき，一部を図 lに示すようにベンゼンーメタノール混合溶媒で抽出す

る。可溶分の溶媒部分を減圧蒸留で除いて乾燥したあと，さらに n-ヘキサンで抽出する。ヘキサ

ン可溶分はオイル分，不溶分はアスファルテンと呼ばれている。オイル分は含まれている溶媒を減庄

蒸留で除いたあと，五PLCにかける。図 2に示すように，試料注入からもっとも短い保持時間で脂肪

族炭化水素(パラフイン)，脂環族炭化水素などの飽和炭化水素成分(フラクション P)のピークが

現れる。ついで，ベンゼン環を l個持つ炭化水素すなわち l環芳香族成分 (フラクションM)，さら

に21固を有する 2環芳香族成分 (フラクション D)，3個以上を有する多環芳香族成分などのピーク

が一部重なって現れる。最後に， HPLCのカラムをクロロフォルムで洗浄すると，極性化合物成分

(フラクション PP)が分離される。このようにして，それぞれの成分を分割することができる。フ

ラクション P またはフラクションM を分取して質量分析(マス)スベクトルにかけると，それぞれ

の成分のマスパターンが求められる。

3.元素分析とオイル分の分析の結果

元素分析:北日本および東日本各地の遺跡から得られたアスフアルトあるいはアスフアルト類似資

料の元素分析の結果をまとめて図 3と図 4に示した。アスフアルトの主成分は炭素 C であり，全体

の約 80%を占める。次に多いのは水素 H で， C に対する原子数の比は 1を上回ってl. 2程度で

ある。これが石油起源、であるアスフアルトの一つの特徴である。一方，タール類ではパラフイン成分

や脂環式化合物の成分が少なく芳香環が多くなってこの比は lを下回る。もう一つの成分元素である

イオウ Sの濃度も産地を決める指標となり得るものであるが これまで分析した資料に関する限りい

ずれも 0.8%程度と違いが少ない。ただし，岩手県の塩ヶ森遺跡出土のものだけが3. 1%と異常に

高い値を示した。

溶媒分割 :2で述べたような方法によって，資料の成分を B-M不溶分，アスファルテン，オイル

成分の 3種類に分割できる。しかし分割結果は，図 5に示すように資料ごとに非常に異なっている。

例えばオイル分にしても 秋田県昭和町の約 20%から南茅部の 60%程度と違いが大きい。接着剤と

して使用されたあと，どのような環境におかれたかによって変るのであろう。なお，余市町大川遺跡

から出土した資料は最近，草炭または泥炭によるものと結論されているが，アスフアルトとは溶媒分

割の結果からはっきり区別できる。一方 元素分析の結果から明らかにアスフアルトとは違う柏山館

遺跡から出土した資料は，溶媒分割の結果からはアスフアルトとは区別できない。このように，溶媒

分割のデータの解釈には注意が必要であり，産地の同定には役に立たない。

オイル分の分析:オイル分中のフラクション Pに対するフラクションMやフラクション Dの比は， 1 

つの指標となり得る。フラクションMとフラクションDのHPLCスペクトルはお互いに重なって厳密

な分離はむずかしいので この二つのフラクションを足したものをフラクション Pに対して比較する。

図6と図 7に，産地とみなされる秋田県および新潟県のほかに，岩手県および北海道の遺跡から出土

したアスフアルトの分析結果を示した。前述の溶媒による分割結果と違って オイル分の各化合物ク

ラスのよじは地域によらず比較的類似している。しかし，注意して見ると地域によって違いがあること

がわかる。南茅部から寺久保，川口，君成田まではフラクションM，D，すなわち芳香環を含む化合

物クラスの割合が 10-20%程度と低い。これに対して 岩手県の塩ヶ森と新潟県の柏崎付近(刈羽

大平)から出土した試料のオイル分は芳香族性が非常に高く，フラクションMとフラクション-Dの

-384-



第 12節 アスフアルトの産地問定

和がオイル全体の 30%もある。このように，オイル分の芳香族成分の割合から，出土アスフアルトは

約2系統に分類できる。

4.パラフイン成分の質量分析スペクトル

HPLC分離で得られたフラクショシ P，すなわちパラフイン成分のF1 (電界電離イオン化法)マ

ススペクトルを図 8に示した。 F1マスの測定においては 試料分子のイオン化はきわめて温和な条

件で行われるため，測定中の分子イオンの断片化は実際上起こらないとされている。従って，オイル

本来の分子量分布がこのスペクトルに反映されていると考えてよい。質量と電荷の比 m/eが 400付

近にピークがあるが，この付近にはホパンやステランなど，いわゆるバイオマーカーの信号があるこ

とが知られている。また， m/eニ 250-280付近の低分子量成分は，同じくバイオマーカーのプリス

タンやステランと考えられる。

このようにして，東日本各地から得られた多くのアスフアルトのパラフイン成分の分子量分布を測

定してみると，図 9に示すように 4つのパターンに分類できることがわかった。

①パターン 1(伊勢堂岱タイプ): m/ e = 400前後に非常に強い鋭いピークがあり，その前後の信

号は弱い。このピークの低質量側および高質量側方向に向かつてなだらかに減衰する。このタイプは

以前に「赤坂田タイプJと名付けたが(小笠原 1998)，次節に示すように一群の資料の中ではもっと

も原産地のパターンに近いので，このようにタイプ名を変更した。

②パターン 2(羽白呂タイプ):m/ e = 400付近のピークのほかにm/e = 550付近にもう lつのピー

クがある。これは以前には「昭和町タイプJと呼んでいたものである。

③パターン 3(塩ヶ森タイプ):パターン lと同様m/e = 400前後に強いピークがあるが， m/ eニ

470付近にもう 1つのピークがあり，その前後に強い信号が分布する。

④パターン 4(苫小牧タイプ):苫小牧付近の遺跡からで初めて発見されたもので，全体に幅が広く，

m/eニ 550付近にピークがある。 m/e=400付近のバイオマーカーのピークがないのが特徴である 0

5.伊勢堂岱遺跡出土資料の分析結果

伊勢堂岱遺跡出土のアスフアルト資料の元素分析とオイル分の日PLCの結果は図 4および図 7に他

の資料の結果とともに示されている。硫黄分が少なく，またオイル分中の芳香族成分がパラフイン成

分に比べて相対的に少ない昭和町産のアスフアルトと良く似た性質を示している。しかしパラフイン

成分のマススペクトルは 図8に示すようにm/eニ 400付近の信号のみが強く 昭和町産の資料のよ

うにm/e=550付近にはっきりしたピークを示さない。高質量側ではスペクトルは単調に減衰してい

る。このスベクトルは，図 10および 11に示した岩手県の君成田，赤坂田，寺久保，川口の各遺跡か

ら出土した資料のそれにきわめて類似している。岩手県には油田が無く 天然アスフアルトの産出地

も知られていないから，これらは，源流付近で互いに錯綜する馬淵川と米代川を経由して秋田側から

持ち込まれたことを示唆している。

6. アスフアルト資料の原産地の推定

アスフアルトの産地としてもっとも有名なのは秋田県昭和阿の槻の木で，同地の平安時代の羽白日

遺跡からもアスフアルト塊が出土している。そのオイル分のマススベクトルは パターン 2のグルー

プに属しており，伊勢堂岱遺跡出土の資料とは明らかに性格が異なっている。このことから，伊勢堂

岱遺跡出土のアスフアルト資料は 米代川に近い別の産地から由来したものであることが推定される。
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比較的最近，伊勢堂岱遺跡から米代JI rを痘線で 14km下った二ツ井町の駒形でアスフアルトの露頭

が発見されている(注 2)。この露頭は米代JI rから約 2.5kmの山中にあるが，地形的には米代川との

連絡は良い。この地点から採掘されたアスフアルトを分析したところ，図 12に示すように，伊勢堂

岱遺跡の資料と良く似たスペクトルが得られた。地理的にも近いことから，伊勢堂岱遺跡出土のアス

フアルト資料は，二ツ井の露頭から得られたものと結論して良い。一方，岩手県の馬淵JI r流域の 4遺

跡から得られた試料と，秋田県の伊勢堂岱遺跡および二ツ井の試料は，マススペクトルの形から見れ

ばいずれも同一のグループに属すると言える。

これらの遺跡およびアスフアルト産出地ぬ位置関係を地図の上でプロットしてみると図 13のよう

になる。すなわち 古代から臼本海側と太平洋側とをむすぶルートとして知られていた米代川の流域

と馬淵川およびその支流の近辺に分布している。伊勢堂岱遺跡と川口遺跡は縄文後期の遺跡であり，

他は後期から晩期と，年代にかなりの幅があるが，他にアスフアルト産地が見いだされていない以上，

ツ井産のアスフアルトがこれらの遺跡の間で流通していたと考えるのが妥当である。

7. おわりに

米代JI rおよび馬淵川の流域では，縄文時代の後期から晩期にかけて複数の集団がアスフアルトを介

してそれぞれ交易していた様子がうかがわれる。これは，この流域の遺跡から出土する土器などのさ

まざまな出土遺物に類似性が見られることとも矛盾しない。数千年前の遺跡から出土するアスフアル

トは，経時変化のために長く置かれた環境によってスペクトルが違ってくる可能性がある。実際，二

ツ井の露頭から採取した資料では， m/eが 300以下のスペクトルが比較的強くあらわれている。こ

の部分のスベクトルは図 8に示すようにプリスタンやフイタンによるものであろうが，このような低

分子量の化合物は地表に露出されたあとどちらかといえば失われやすい。しかし，ホパンやステラン

など，分子量 400を越える成分はきわめて安定であり，バイオマーカにも使われているので，それ以

上の分子量のスペクトルに注目して解析を行えば，産地同定の有力な手段になる得ることがこの研究

で明らかにされた。
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伊勢堂岱遺跡における墓域の変遷

伊勢堂岱遺跡における墓域(特に酉側調査区)の変遷を、各遺構群の新旧関係および1主格をもとに

推測する。

①複数集獲による共同墓域(墓地)としての使用の開始

伊勢堂岱遺跡が、人間によって利用され始めるのは縄文時代中期末~後期初頭である。散在する小

判形土墳墓 (SKS-b)・円形土壌墓 (SKS-c)・配石墓 (SKS-d)が、その出現期にかかる土壌墓で

あると考えられる。これらの土壌墓は、この時期以降、環状列石構築以降まで継続する墓の形態であ

る。埋土の状況から、少なくともこの時期には遺体を直接埋葬していたと考えられる。また屑屈に小

ピットを伴うものが散見されることから上屋構造も想定できるが、再葬のために掘り返したことを積

極的に裏付ける根拠は乏しい。住居跡の検出もなく、墓域としての当初の段階から複数の集落による

共同墓域として使われたと考えられる。

②墓域としての使用の停止と狩り場として使用

円形土壌慕と重複し、掘削している陥し穴状土坑の存在から、検出した陥し穴状土坑が新しく、こ

の時期に構築されたものと考えられる。また墓域としての機能は一時的に停止したと思われ、狩り場

として使用される。

一時的に共同墓域としての機能が中断するが、ごく一瞬のことと考えられる。陥し穴状土坑は中央

調査区・西側調査区の沢状地形に沿って配置されているため、その時点では沢が地形的にも機能して

いる(埋められていない)ことが確認できる。

③大型不整形の土壌慕 (SIくS-a) による死者祭杷と共悶墓域としての使用の再開

大型不整形を皇する土墳墓は埋土がレンズ状を呈する。前記①の円形土墳墓等に比べると自然堆積

の様に見えるが、 a) レンズ状堆積の累層中に明らかに地山土を貼っている聞が確認できる、 b) 同

様に焼土面が形成される窟がある、 c)前記 a. bの語の堆積状況そのものは他の層準と特段変わら

ない、という事実が確認できることから、土壌の埋め戻しを意図することはなかったにせよ、人為的

埋土であると考えるのが妥当である。この場合、土壌に対する埋土行為に伴う土量は、レンズ状を呈

する程度の土量にとどまる。土墳は前述した様相を踏襲するかのように埋土が堆積し、さらに時折、

凹地としての面を確保するかのように掘り返し・拡張を繰り返している。また土墳の断面の観察など

から、①期の円形土壌墓等や(③期またはそれ以前に係る)フラスコ状土坑等の埋没した凹みを利用

することから使用し始めていることも確認できている。

これら大型不整形の土嬢墓からは土器・石器のほか、多くの祭記具、所謂「第 2の道具jが出土す

る。また埋土行為(および自然堆積による埋没)によりプランが不明瞭になる、より上位の層準から

も綿々として「第 2の道具Jが出土する(遺構確認、面よりも上位の「遺構外遺物Jとしての出土)こ

とから、単なる凹地に成り果てた土旗(位置)に対する祭杷が引き続き行われていたものと考えられ

る。
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象(空間)としての環状列石の構築に係った可能性も考えられる。これは沢B内の列石A構築に係る

排土中に多くの焼土粒が混入していることからも裏付けられる。

環状列石祭杷における死者祭紀が③期からどう変化したかについては、想像の域を出ない。明確な

環状列石構築以降(向時期および以降)の遺構として、列石と同心円状外側に展開する掘立柱建物跡

群および内部に散在する土墳墓がある。掘立柱建物跡は、環状列石Aでは 7軒、弧状を呈する環状列

石Bでは配石列の途切れる部分をも含め 9軒、調査区外に検出した環状列石Cについては 19軒を確

認している。環状列石A内部の土壌墓には所謂単独の一括埋め戻しの小判形のもの (SKS b)が

あり、一部重複するものがあるものの、新旧関係は明確に把握できる。列石A内部の遺構は一部を調

査したのみで、未調査のまま埋め戻したものが多いが、確認状況からほとんどが③期の大型不整形の

土墳墓と考えられる。また沢B内の前記排土より上位層準から、祭杷に関ったと思われる遺物(第

168図2、第 205図5など)が出土することから、列石A構築の際の排土で一部が埋没した沢Bが、

引き続き環状列石Aにおける祭杷と密接に関わる場として使用されたことも明らかである。

このことから、 a)外側の建物跡は l次葬→内部の土壌墓が2次葬(最終葬)、 b)外側の建物跡

はl次葬→ 2次葬は各集落で埋葬;内部の小判形土墳墓は特殊な人の遺体を直接埋葬したもの、など

が推測できる。しかし a) については、 2次葬のために一括埋め戻しの土墳を用意する必要は無く、

①期直接埋葬→②期で墓域としての中断→③期で 2次葬のための共同墓域および追善供養を含む祭記

の場→④期の環状列石構築、という墓制の変遷から、単なる共同墓地へと変化することは不自然であ

ると思われる。死者祭杷の転換でもあり祭記空間の創出でもある環状列石構築へと人々を動かしたの

は、やはり単なる共同墓域から共同祭記の場への転換であったと考えられる。

環状列石に伴う掘立柱建物群の柱穴には明確な廃絶行為や抜き取り痕跡を伴うものが多数見受けら

れること、および該期の住居跡が付近には無いことから、これらの建物が単なる倉庫的な建物とは想

定しがたく、住居と同程度、あるいはより重要な意味を持つ建物として考えるほうが妥当であると考

えられる。環状列石を構成する礁に多くの磯石器や住居の炉石を抜いてきたと考えられる被熱し赤変

した棒状礁が組み込まれている事実からも、環状列石が複数の集落の特別な機能を果たす共同の場と

して構築されたことは確かである。おそらく死者祭杷の面では、外側の建物跡に安置し (1次葬)、し

かるべき後に集落に帰して葬る (2次葬 z 最終葬)形態への死者祭記の転換があったと考えられる。

また祭記を執り行う上で重要な役目を果たすような人物の死に際しては、環状列石の内部に直接埋葬

することにより、祭柁の継続を確認していったのではないだろうか。

環状列石の機能を推測する調査データが乏しく (内部の調査が保存決定で中断したため)、推測の

域を出ないが、円環の弧のほんの一部でありながら 19軒もの掘立柱建物群を検出した環状列石Cは、

かなり規則性を持った石の配置が分かりつつある(鷹巣町教育委員会 f伊勢堂岱遺跡詳細分布調査報

(2) j 1999)。おそらく、環状列石祭記が執り行われるたびに掘立柱建物が建てられ、短期間で

解体されることを繰り返していたと考えられる。またその際には配石列の組み替えなども行なわれて

いたと思われる。つまり環状列石Aおよび環状列石Bは、環状列石としては使用頻度の少ない、ごく

初期の段階の姿だと思われる。今後環状列石Cの内外の遺構群の調査が進むとともに、環状列石の機

能について、ある程度の結論を導くことができるよう、鷹巣町教育委員会の学術調査に期待したい。
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レンズ状を皇する埋土の厚さから、遺体を直接埋葬したとは考えられず、この段階で[個々の集落

内における l次葬→共同墓域への 2次葬]へと死者祭記の変容が想起される。この土壌へはおそらく

最終葬(再葬)を目的として遺骸(骨格)が葬られ、それとともに副葬目的の「第 2の道具jが送ら

れたと考えられる。ただし前述のとおり土墳が埋土行為(および自然堆積による埋没)によってプラ

ンが不明瞭になり、単なる凹地でしかなくなっても継続して「第 2の道具Jが送られることから、追

善供養ともとれる祭紀行為も想定できる。複数の当該土墳から出土した土器が接合する場合もあり(第

143図3等)、該期におけるそれぞれの土壌墓プラン(最終的には様々な凹地)の違いは、おそらく

出自の違い等からくるものと思われる。

土墳墓内の土壌サンプルのリン分析および脂肪酸分析の結果では、この仮説を裏付ける結果が報告

されている。リン分析では大型不整形の土壌墓で複数層準から遺体痕跡が検出され、単独の土壌墓か

らも同様に遺体痕跡が検出されている。また脂肪酸分析では、大型不整形の土壌墓のサンプルについ

て、骨油由来の脂肪酸が検出されている。つまり大型不整形の土壌墓においては、複数層準に遺体の

痕跡が確認され、それらは骨に由来する可能性が示唆されているのである。

この段階で死者に対する集落と共同墓域との役割が明確化してくる。 2次葬・追善供養を含む死者

祭杷および f凹地祭杷』に伴い送られる道具には、(土器片利用)円盤状土製品・土偶・鐸形土製品・

三脚石器・三角形岩版・石錘などが含まれる(第 302~ 305図)。石錘などは集落で実際に使用して

いたものを搬入しているのかもしれない(他の遺物も調べる必要はあるが時間が無く未調査)。

④『凹地祭杷』の終駕と環状ヲIj石による祭肥の開始

環状列石は③期の大型不整形の土墳墓を有機的に意識して選地しつつも、物理的には過去のものと

して切り捨て、削平して構築される。③期から④期への時間的中断はほとんど無く、おおむね土器分

類III-4bの時期にその画期が訪れる。環状列石構築の際には内側を削平する整地地業が行われる。こ

のさい③期の大型不整形の土壌墓も削平される。しかし環状列石の選地の際にはこの土壌に接するか

のように配石列が並べられ、『凹地祭杷Jの対象となっていた埋没土壌白地に斜めに立てかけるよう

に複雑な組石が配列される場所が確認できる(巻首図版4・図版 2)。つまり環状列石を選地する際に、

③期の土墳墓(の中でも大型のもの)の位寵に接するように構築されているのである。③期からの時

間的な中断がほとんど無いと考えられることから、その埋没土墳の位置は環状列石を構築した成員に

よって明確に意識されている。

環状列石構築に伴って大規模な整地地業を実施し、その内部を血状に削平する際には、同じく③期

の埋没土坑を大胆に削平している。この郎土は列石南東側の沢状地形(沢B)および南側の部分に排

され、それとともに多くの遺物が移動する。これは列石内の遺物と前述した削土中の遺物との接合

関係でも確認できている(第 175図 l寸 10

つまり環状列石構築の際には、選地の上でそれまでの祭杷対象であった埋没土墳(の位置)を明確

に意識しつつも、新しい祭杷の対象として構築する環状列石の施工に関わる部分については埋没土績

を破壊していたことになる。これは死者祭杷の方法そのものが転換したことによる変化であると考え

られる。環状列石構築時に凹地を呈していたと考えられる大型不整形の土墳墓のよ面(最上位の埋土

= r四地祭記jとしての最終使用面)に焼土商を形成しているものが多く見受けられることから、こ

の③期土墳墓に対する廃絶行為として、焼土面を形成し得るような祭記が執り行われ、新たな祭紀対
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伊勢堂岱遺跡における墓域の変遷
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第 302園祭詑関連遺物分布図(1)
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三脚石器

三角形岩版

7~8 個

5~6 個
斗-

3~4 個

1 ~ 21由

遺構外 160偲

遺構内

13個以上

9 ~12個

5~8 個

1~4 個

24個

遺構外 200個

遺構内 311~ 

十

ート

。

つ一

fヲ

十

ト

+ 

ぐ弓

第 303図祭間関連遺物分布図 (2)
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円盤状土製品

イ

51個以上

41 ~50個

31 ~40個
十

21 ~30個

1l ~20個

1 ~10個

遺構外 1，734個 者あ

遺構内 401個
十

焼粘土塊

遺構外 93個

遺構内 49個

4も

。 40m 

第 304図 祭記関連遺物分布図 (3)
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石錘

ート 十

ート

7~8 個

5 ~ 61間
る gfE器~~ ~:~.治ピ._':6 欝鯵紛 十

3~4 個

1 ~ 21臨

遺構外 2341国

遺構内 86個 /ラ

十 十

。 40m 

遺構内出土祭詑関連遺物 内訳表

第 305図祭杷関連遺物分布図 (4)
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古代の竪穴住居跡について

①住居の廃絶行為について

第276図 1に示した叩き日を持つ土師器斐は破片として SI 1内の数ヶ所から出土したものが接合

したものである。図示したものも含め、 2~3 個体が出土している。これらの主な出土地点は、 a)

かまど煙道の壁面側部分、 b)住居跡の主柱穴 (P2)中、 c)附設された土坑 (SK 18・19)の埋土

中、 d)住居跡床面中央の焼土中、である。 a) の破片はかまど本体から煙道への掘り込みをちょう

ど塞ぐように破片が入れられていた。また b) の破片も主柱穴の柱痕跡の部分から出土し、柱を抜き

取った後に埋められたものであることが確実なことから、竪穴住居の廃絶を機に明確な意識を持った

行為として埋められたものと考えられる。このほかにも煙道の煙出し部分は焼土(かまど 17層)に

より埋められており、土師器翠の大破片がその部分を塞ぐように入れられていた。これらの事実から、

かまどと主柱穴、両者とも住居として機能する限り異物を交え得ない場所に対し、その機能の停止を

明示するための廃絶行為として警が割られ、この住居の機能の要であった部分へ埋納されたものと考

えられる。

②附設土坑について

床面には中央部の焼土のほかに、掘り方を持つ 2つの土坑から多量の焼土が検出された。またその

焼土中からは多くの土器破片が出土している。大型のかまどを持つにもかかわらず、住居のほぼ中央

に地床炉様の焼土面が形成された理由は不明で、ある。しかし、 a) S K 33を除く附設土坑は住居の

ほぼ中央に存在する、 b) これらの土坑に囲まれる中央に焼土面が形成されている、 c)並設された

SK18.19の埋土は焼土及び多くの土器破片である、 d)S K 20からは焼土は検出されずに大湯浮石

が堆積していた、という事実が確認できている。このことから、住居が廃絶される段階では SK 18・19

が焼土や遺物で、埋められていたにもかかわらず、 SK 20は関口したままの状態であったと考えられる。

竪穴住居跡から出土した多くの灯明皿などと勘案しでも、この住居跡が何らかの工房的施設という側

面を有し、それに伴なう施設として中央部の焼土および土坑が機能していたことが考えられる。

先に述べた住居跡の廃絶行為に伴なう斐の破片のうち c)・ d)の破片の分布についても、工房と

しての機能がこの住居跡の機能として重要な要素であるとすれば、説明がつくのではないだろうか。

③かまど構造について(第 127図)

プラントオパールの分析結果より、かまどに関する興味深い事実を読み取ることができた。調査時

の所見により、かまど5層および8層が炉床であったことはわかっていたが、煙道の位置などを含む

かまどの構造について検証することができた。

かまどの炉床面が2面あるということは、少なくとも l回の作り替えが行われたことを示している。

かまどの煙道は地山を溝状に掘り込んだ後に粘土を封入してトンネル状の施設を設けることで初めて

機能する。かまど8層の炉床に対応する煙道は、本来かまど23層下商のラインに存在していたと考

えられる。またかまど 6層下面のラインも同様にかまど8}警の炉床に対応すると考えられることから、

かまど 8層の炉床が機能した時期に、少なくとも l聞の煙道部分の作り替えがあったと考えられる。

かまど 5層の炉床に対応する煙道は、かまど21層下酉ラインが対応すると考えられる。つまり最低

2回の煙道の作り替えが想定される。
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プラントオパールの分析によって明らかになった事実は、 a)炉床面のサンプルからはプラントオ

パールがほとんど検出されない、 b)煙道本体など炉床から連続する面を構成する部分のサンプルか

らはイネのプラントオパールが多産する、 c)煙道部のサンプルのうち b) のサンプルを除くサンプ

ルからはクマザサ属型のプラントオパールが多産する、ということである。

a )の事実は調査時の所見と合致する。プラントオパールは燃焼によって失われることはないため、

それがほとんど検出されないということは、もともとプラントオパールをほとんど含まない土を炉床

面として貼り込んでいたことが想定できる。 b) の事実はかまどの焚き付け材としてイネそのものが

使用されていたことを裏付けている。かまど 6層およびかまど4・7層からはイネの穎の破片が検出

されたことから、籾殻も同様に使用されたことが想定できる。 c)の事実は、煙道を掘り込んだのち

に封入した構造材としての粘土の特性をそのまま示していると考えられる。しかし遺跡付近で採取が

容易な地山下 1m程度で、得られる白色粘土は違う特性を示しているため、 a)別の地点の粘土を煙道

部分の構築材とした、 b) この白色粘土にササ類のプラントオパールを多く含む表土近くの土を混和

して構築材とした、 c)ササ自体を構造材として白色粘土とともに使用した、ことが想定される。

煙道ライン

炉床面

811かまど構造概念図
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伊勢堂岱遺跡遠景 (東から)

正面が東側調査区平成8年 9月には

工事着手され、一部が掘削された

中央調査区近豪 (東から)

正面がSQ 563 

S Q 563 中央配石部 (南東から)

墓績の有無については未調査
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大型不整形プラン内にまで落ち込むよ

うに配置される環状列石Aの配石列

(N I 74付近;北東から)

環状列石AとS0 67 
大型不整形のプランに接して構築され

る列石Aとそれを避けるかのように曲

がる古代の溝跡

(N 0 78付近;南西から)

環状列石A 張り出し部

北側に斜めに傾いた配石列

(N H 80付近;北から)
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環状列石B (北西から)

大型不整形プランに接して構築されて

いる

環状列石c (南東から)

西側調査区南側の林内でのボーリング

調査

沢B内遺物出土状況

(M T 72付近;南から)
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可

SKS-a 28 半裁状況 (東から)

閉口した凹地に形成された焼土

SKS-c 142 調査状況 (東から)

、

SKS-a 444A 調査状況 (東から)

環状列石A内の削平により上部が失な

われている



SKS-a 282 遺物出土状況

(北西から)

SKS-a 282 南北ベルト状況

(南東から)

SKS-a 282 完掘状況 (東から)
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(南から)

(東から)

(南から)

確認状況

ベルト状況

完掘状況

SKS-a 400 

SKS-a 400 

SKS-a 400 
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SKS-b 554 半載状況 (酉から)

SKSーc252 半裁状況 (南から)

SKS-a 700A • SKS-d 700B 完掘状況

(東から)

図
版
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SKS-d 466 半裁状況 (上方が西)

壷形土器および組石の検出

、

町、

<. 

、
、
‘ 

SKP-a 871 半裁状況 (北から)

廃絶行為を伴う柱穴

SKP-b 811 半裁状況 (西から)

埋納された立石
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
。， " 。， " 

m 

いせどうたいいせき あきたけんきたあき

伊勢堂岱遺跡 秋田県北秋 55321 40
0 

140
0 

19950510 7，047m
2 

開発事業(道

たぐんたかのすまち 12' 21 (5，365m
2 

路建設)

田郡鷹巣町 00" 00" 19951129 終了)

わきがみあざいせ 19960410 

脇神字伊勢

どうたい 19961212 

堂岱 5-1 

タト

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

祭示日跡 縄文時代 環状列石 3基 深鉢形土器 -縄文時代後期前葉の慕域および祭

早期~後 掘立柱建物跡 35棟 浅鉢形土器 示日跡で、環状列石を 3基確認した。

期(主体 土坑 126基 壷形土器 -環状列石構築に際しては内部の削

は後期) フラスコ状土坑 7基 鐸形土製品 平地業を伴う。

陥し穴状土坑 10基 キノコ形土製品 -縄文後期前葉における墓域の変遷

土壌慕 86基 円盤状土製品 が確認できた。

柱穴 1，312基 土偶

焼土遺構 33基 剥片石器

配石遺構 51基 ニ脚石器

土器埋設遺構 10基 二角形岩版

環壕 l条 天然アスフアルト

溝状遺構 1条 炭化栗

その他の遺構 6
世 幽由州 4凶帽喧佐助幽圃曲曲幽岨 ー・ ー- -桝 帽悼 曲ー -------ーーー・ E 圃昌世軸品ーーー・ーーー・ー圃ー----------ー"ー 園田， 帯 帽 帽 曹 胃 - - - 帽 曹 申 ' 四 帽 軒 鴨 神 岬 崎 司 悼 世 酬 曲 ー ー ・ ・ ー ----岨岨姐・・・・ーー“ーー・・岨・岨ーーーーーー・・岨圃圃------掴帽屠骨骨帽------甲骨咽柳田曹司噌#岬幽--骨押晶

集落跡 平安時代 竪穴住居跡 l軒 須恵器杯(墨書) -平安時代の竪穴住居跡の溌絶行為

溝;1犬遺構 1条 叩き日を持つ土師 を確認できた。

柱穴 6基 器肇 -内面底部にヘラ書きのある土師器

土坑 5基 土師器杯(ヘラ 杯、墨書を施した須恵器杯や土師器

き・灯明皿) 杯を利用した灯明血などが出土した。



あとがき

伊勢堂岱遺跡の発掘調査と整理作業は、幾多の困難もともないましたが、ここに調査の成果をまと

めた報告書を刊行する運びとなりました。

本書は紙数の都合などから図版の割愛などもあり、報文として不十分な点もありますが、これから

も機会を見つけて成果の公表に務めたいと思っております。

終わりに、足かけ 5年に及ぶ整理作業を支えてくれた皆様の芳名を記し感謝する次第です。

整理作業に携った方々

小西文子、大晋英子、斎藤美江子、杉山恵美子、草弼清美、佐藤節子、小松馨子、加藤和久、安原誠、

藤原堅晃、茂木悦子、斎藤涼子、清水川千春、山崎敬子、後藤由美子、長沢代美子、冨木優子、伊藤

有子、今]11弥生、杉j畢聖子、三浦恵子、川原礼子、大高さおり、千葉史宏、黒薄幸子、佐々木政任、

亀井崇晃、泉田剛、森]11たま子、越後屋晴美、加登野由美子、奈良美沙都、戸沢明花、高橋八重子、

藤谷和子、本間美紀子、鈴木孝子、佐藤蘭子、粟津ひろみ、高橋まき子、出原たか子、佐藤克子、

佐々木薫、小原律子、高橋寿子、九嶋亜紀、斉藤美幸、山崎景子(順不同)

秋田県文化財調査報告書第 293集

伊勢堂岱遺跡

-県道木戸石鷹巣線建設事業に係る

埋蔵文化財発掘調査報告書五一

印刷・発行 平成 11年9月

編 集 秋田県埋蔵文化財センター

千 014-0802 
秋田県仙北郡{山北町払田字牛鵠20番地

電話 (0187)69 -3331 
発 行 秋田県教育委員会

千 010-0951 
秋田県秋田市山王 4丁目 l番2号

電話 (018)860 -3193 
印 刷株式会社江川印刷所
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:: 2.5Y3/J Iltyイリーっ;日色上くし tJ31LJムL)

-' IOYR5用品 tM巴よ〈し士勺 j[~I!ll!fjgfll

4 IOYR.jI(， ¥'ヤし主 ζJili，lllflfJiU!'，と込 1川

第 51Iill 検出i盤機 (4)

Sh:6b 1 10ìîと~/1 -¥_)γ しまる J[QIII'J、代卒中

2 IOYR2(2 日色ャベJしま ;jJ出III'J、つ{ゴソケ rJ クJ!!_lj::;":;-ち

Sh:25.1 1 7，5YR2/1川色 iた地!ld'.dt人

2 IOYR3(3 /1前日色 JI!!IIIIII:!とにブ{コノケかJli;二手にへ '1甘うとしつ 1::11;¥

3 jOYR2β ，!_fA ì~.J 位決 Jilil!! 'l'， iJ~ 人法竹込立川

.j I()iiじ/1.1J.¥色上まい燃が人る

5 10YR.I/.1にい 71刊にほく 目立0:1ーと JIIlIII:"iぴ)i'J~.'!'.:I; 

1， IOYR4(3にぃ dt人 が 色 iーとの(込!>I!、てい 9

7 IOYR2(2 ;Ilj百枚 5 よりもj血1I17'lJソケとぴ¥n 刀、

SKI吋日 1 10YR.1/ユ色 j出111十 人民山内人I¥"b /¥'''1; f!l ~1 、

2 Wによる主

SKIOt) 1 IOY'Jnl円色予んトゃベ Ild.，、 Jili!!J 1'!fi _-I~ に!生 1117'11 ?人 5 号 iふコ~ 1'，11く

2 IOYR.1/2 !.IH日色ンんト fたfL:Plj j~l!! I P:d~ へ

3 IOYR2β 引!日包シルトベ杯、 j生111j，¥I):iじ杓 lえ人

3' .)よ 1，多く I自1111，し(ど肘1:，、人

日Kl10 1 IOYR3/3 IIIH沿色

2 IOYR2/1色シルトャャ 1た

3 10YRJ/2 .I，l，!.1日 ri、ヤム、一中人 JUtIJt'.l:iJL人

4，1 IOY[U/3 11tH日色 6";0) In 1l)，UJ]生1117ロソケ人

4h 1、お117

510日む/2.!HtUt!2.ンルト γγ

;， I(lYR3日 lli}tgC土地111[，';1-的，lfl)

710YICβ 目立Lシルトャムγ間取1111，'jl:J生!!1'1'.' dt~ 人

SK 132 1 IOYRu/(J flJJ il[ ik)色かた:しまる JUl大マ

2 IOYRJ/2 訂(i;.ベコ¥'1-主ろIihlll'J、-7ロァラ J'ijl

3 2.5'{3/3 Ui?'l-1) 色上、 L宝石 j血111'1、

-t 2.5'{212 色し主 J!!!11I'トワI1'!ケ少えも

5 2，5Y.I/3 -iリ つ治色 JL!lII'I'ブr.Iソア判

Sh:1.12日 1 IOYIU/2 ;1¥1日色 j出111'1、がちi止命ら

2 !()YRtl!h !lJJiN1tJ色ヘしまる l虫III'J、ノ日ソケ多

第 54同検出i章構 (7)

SK474 1 IOYR3!3 11;¥品(0.+点三 1)ヤヘ、 Ji!!IIIf.¥:r ト7"tJ/7 ( ¥1)JllI11 )":Jヤャ各くら、 ;;'fヒ約七少ら

2 IOYR2!3品位 1 とのj立不iリjlli;f、情まり潟、 n:ft杓(-I(101m 大)ヤヤ多く、 Jlv，IIIP:r合 守ι

日 K2~1 1 IOYR7/2にぶ!、‘お 1立色I'I(立が '7口，)村、，-人Z，_Ii、く f市まる

2 10\R5/8 品 rr'h!i:-!'"'~"t Iγロソツ材、にへる)

J 10¥R2/2【弘、白色怖さ 11ヤγ問、山iヒ1可(弓口1町);_) -'¥-'γ 手〈、 J生1111)f少 ι

SI，2XO 1 j(内 R3/2-J/3色 ---ílι'H出色捕ま 1) れや ij~J 、地 ill!'.L r・4、γ口け{，5mm大))il:11、にγャう"(台心、口Uと杓少

2 IOYIU/J H片品色締ま IIJli"iJ:l)ヤヤ-)1]、 i血1111，7hJUIよl肘よりやャ少ない、。:化物ごく少

J IOYIUf.f色宇1まりやャ怖い、 Ji!!I[IJ.U-l 11ヤヤ手くも、 iた!と杓ごく歩、

，1 j(内 R4/-1 ii，l[立 I}1 よ，}マャH~ j、地Illi，'f-・小 ]'0/う(301mに)J江ニャャ苓くむ

SK27り 1 75YR3/.1 11，';1，¥色焼 1- た化事I}'J也IllbLJをやヤ tく台ι

2 IOYR3fj町立色炭化物・ j也111校ピヤヘコ多くむ

j IOYR-1/6 色 jむIllt'i二i二五でiたiヒ1相少む

4 IOYR5/6 災対色地 IIII"L J-ト 7'0 ノ~ (~日mm た 1 多~ (，; 人

5 IOYIU/4 lIiii日色炭化物 IOmm](，やや多く子「ι

らIOYR4/-1 i首位地IIII'L子ー・小 fロノケ:Jl1lmたjれヘコ多く台ら， iìUヒヤ~!土台まない

SK.J-15 1 IOYIU/2 色l-li'I討し，1.J切な絞れ

2 IOYR2/2 日色l-.Ii'I10 1¥ 6/6で lmm 'lr!~.rj) 口ーム伐をかにち計);'é'!秋

3 IOYR2/2 日 10Y R 6/1;て lrnm の口一ムをかにたι 付 秋fi

.)1(内 R6/6 1則前約[立所地111.1: 人物なし'l'11iH ヤヤ

5 IOYR-I/6 "日約色1-.1必 10Y l¥ 6，' 6で lmm1'，'の[J ムをく汗む，jili時liノ;の)I!!，Iム付むま 11 し々

日KPRIJO 1 IOYR4/4出ンルト、持!日1JluiJ也・ j史生、"，弓 1-:.!Ilfil U)木氏ぬこくわずづれるべJγ綬

2 IIJYR.J/-1 111';11，\色 ~Î日立/l-ト i正 1 --10酬のi世IIII-P全日治則山本氏ごくわすかに命 Ulるが

1 IOYR4/-1 1M色 立 ン }c1- 1 1'J1I!1l1ぴ)J血1111-b7.' J)包ごくわずかに任 1~三日間的/トニ〈ツ '1' がまれるヘ

.1 IOYR.I/3 111)出色~初〔己ノルト ifIへi-immI}Jlt!r!!I.L校 時干主

5 IOYR4/-1色 !五 jM l0. Wí~!'_ ル 1 の i血 !1!-I)J1I ~'l!l G()mni グ )J在 11/1)屯~ i;':jfi}I-i日1をにiJtI~;_，j γヤ

6 IOYR4/6 I"j色色 !vト 1:) 3()mm (/)_I也IIII)!立与に{主 l、 i))!出IIIU"屯/少かれる

7 IOYRJ/4 IItH1¥(i;. '-'ルト i主115m郊のj世t!l-j-_f'!:'}'_11: 5mm山本氏ごくも(!'がケろ 二地111

X 10'1'1<.1/4 Il¥色h'l1: Ji!!1111)むからなる Ii! J ~ゴÎi1:n，1Î.0. _1 カリ、与ι かえれ

SK.).Jり 1IOYR2/2 色 J:< L ろ JI!rI L! 1I1 l':~! 11 :1:: (iiら

2 IOYR3/3 Il ['n出色ょくしまる JI~III大ら、

1 IOiICl/4 色ャマし£ミ}地トヶι

.) IIlYR4/4 i日色上くしまる j止111')小i少ト

日Kι150 1 10)，1<3/'同f立し主之 lilillll!ll'ir:qi1a: (:守t，' tlUノト少'1'戸

2 10)' 1< 3/.1 色よヘ I~ ろ i i!! ll l' i 'i ;i 多 ι、、

3 10)'1と.1/4 ょくしまる JII:![IJ(Fi多 ι 小村合ら

4 IOYR4/J 1:ぷい上/I主ろ jむrll'，Iブロノク止ケ的

~ 56図検出i盛治 (9)

SK.I7.1 

"} UI今、とι守口

日卜;50り

SK.IX2 

2 IOYIと211
jι 
~ノJ

-1 IOYR212iOYR1f2 立， (ゴつの lーが (1あ〉たょっろ i~勺川伝 j ち r\'ι

510可RJI-I 色 J!tlil( 色)γIlバ(れ，江戸む ，_心

。IOYR213 己 IOYR.I(4と L心地III( 立}ア[J，ケ

7 75YR4/3に 、色 75Y1<5/-1，立 IOYR2/2 引11(111);，'，初{立 )II1/7( 材、七

日10YRhlh 1 リj 抗出色色まばらにd~ とるかたくしまる

り10YR.J/.1に山い[可制[与市!な色 IOYR7/P口I);[JにまこiJtLノ:，か人くしまる

10 IOYI¥.j/4 Icl色 l府立 IOYRJ/-.liJ~じるし主る

11 7 ， 5YR5/.Jにぶ~ ¥ j込"!<[]け仁主る

12 IOYR6/i1 IVJ流出色 J'iJ'Jうかた;1.主;J

I J 10YR3/2 ;J.H[.~' 色 j色 1111 ，\:(皮肉(主) iJtとる

1-1 10YR.j/.J l'i色1IJ]{，'iicl包 IOYR7/6まと・，(こiJl仁る

15 IOYR7/i1 1円前tr.. ]色 7口ソうかたくしまる

第 66図検出遺構 (19)

日i、44A-4513

SK45'46 

2 IOYR2/J JI，q日色ややしまる j出 !!Iq!t.~~ ~ h;~ i守、'1'えも

410YRm 引 jg色ヤヤしまる J生 !!1111'b!:'~_[J::::;む社、ブロ/クむ

2 IOYR2/2 目立L かたくし主ろ j生 Ill rll'h!. 合計:":;む災た校少 !Il 命む~. h i':'7 

3 IOYR2/2【.um色かたく Lま匂 j虫111大む!たゾ、む 1¥'

4 IOYR2/3 ;I¥I'<](i;. J也もロ;小b~~ql :I:~ :!~ι 

号 7，5YR2/1むよくしま之》もIjl'lあ 1) 池III'J、少も

。10)'R2/2 出自己ょくしまる l山1!ljJ"j:.!:li1-:j:::'マむ日'..トjj¥:'ir:，:たち 1¥，)/凶

710YIU/ユ n~ì[Jîi:. 1Jιた〈しまる 'hl!'l主レわり Ji!!rll'I"1立1-11 ~!:λ む fた Fトド γι

~ IOYR2/1色かたくしまる j出III'J、つ口ソヴロソク !jlIt::t'it.

L) ~.5Y6/6 HJlb'!in色かどくしまお地IUワロソケ

10 IOYR2/2 色 Ji!!III'J、7rIソク少!IJたむ ;::'1:1戸111:j!:(:(Jj IV b 1~!1 

11 IOYR2j2 ，I，i.¥iM色ヤやしまる i血!! ! I 11 +.~I: 111 ':I~: :~ìむ。二;も 1\'

12 2.5Y3/1 ;.!.¥1M色かたくしまる Jlh!ll!トヮロソケ多ら社自立

13 2，5可3/2 日色かたくしまる j也111'トフロノク予む制作I'i'j

ト110YR2/2 ，'.1\ 1日色よく L まる j血 11!)\.{:I!:I! ， :lj: 命む n~'1'校1111j:台も J立1.'11"['，'，少:j:，~ì 心 1\' b /，;，) 

15 I()¥立5/6筑間色かたくしまる j山Lil'iJHfl'j

16 IOYR2/1旦ややゆるい 'hf. j:.q]I:_.j~111-!d 含む n -1¥' b /，:'1 

17 IOYR2/2 色 J i!! 111 'i'j:，~'i' :，:: (.すむ fだrtl'l't~ q I :i:: ~了も 1¥' b ":'7 

I~ IOYR2/2 ;!Wl(i;.ヤ干しまる j色j[J1l1-hi:iI1-1j!:{:iι 少む 1¥-

19 IOYR2!J色ヤヘJしまる j血111'1'b~多む j血11ド1'7争以斤ち

20 IOYIU/3 1I音 n~) 色し

21 IOYR2ハ色ょくしまろ j虫 11 J! ll 仕【 jJ::d::"ìι1;~iij'f:I!: 少'"台ち

22 IOYIと2/2，!JJ.t日色かたく L主ろ Ji!!ILI'I'校

SKふ 1IOYR2!1ややしまる j山 11'卜ね小沢 ιJ主 iァト少 l!:~ f~ì tJ 

2 IOYR2/2 ;-.uts色しまろ j出lJl!] 'lj!: [11 ;t~: l~'ì ち{史上司

3 IOYRI.7/1 !.IUとややしまる J~11 1' 1'J主 q-] ;d合む， Ji!!小ブ少合む

SK-I6D 1 IOYR3/2 ':IH日色ょくしまる i血ILi'J、ね苓 [jl::::iむ大f古苓 'P:i'lむ

2 101'1とJ/J 11廿kJi0.べ'Vしまる j血111'トワロソクロソク 111)[1:~:ì む日ミl-Ì_j 'b!.rl'_:j::;\L

J IOYR5州首位l(i;.治、/二イしまる lililLIた71ゴソク止命む)fl!めている

日K.JゎE 什 IOYR6/日明治色かどく Lまゐ

!こ IOYR2j3;;IHs色ベるL、j血III'I'佼む

SN.J6G 1 IOYR4/6出色かたくしまる災大社中位台む

:2 lOYIU/2 nu~~色よく L まる i色 rll小 ii~rt I +-.!:[11-:!l~ ;I;むと 1，可lF':r!lJlf:(:，;む

J IOYR212 "日間色 j世ILiたむ小↓立少;止命も Nt!-li'1立~':!:~白ら

SK斗 1IOYI(2/3↑日色ょくしまる l生L1i'J、校多 :lttijむたら I，LI_'I'h;rI':d:(';ι

2 IOYR2/2よ Ji!!III'I'初予む j也大-1:，1.1/1:T~ 

J IOYR2/2 !.!'，i日色ややしまる地111'ト多 iJt'J、ち

4 IOYR2/}日u白色ヘコャしまる Ji!!1LI' l' 校卒;せたむ f花火校~:!;:~，;む

5 IOY 立2パ色上くしまる j出 111 小ト~lf-J!~ 合む fH t! l 校多!止 :tT む

第 70図検出i室崎 (23)

日1，272，¥ 1 IOYR3/3 H古iU0.色、 f屯!".iTt仁三む 仁i一位、成化物"む

2 IOYRI.7/1色 fl1f1日色、抗出色、とご1:.iJt仁ろ

3 IOYIU/} !IfTiB色日-;uノク打、にたむ/，rt.I:，il!仁る

.1 !OYRJ/2 .'In品(i;.お t{，)色混とと炭化物

5 !OY記2/1色Utjヒ物、ト多く台、ら ig~t7，ryを多 :j::( こ

6 7.5YR..J/..J jM色火さめの佼化物む

7 !()YR2パ 虫 色 し る ; ;( ~じ物多く会

8 iOYR(刊 iりJi者向色 j血!!IJMih:!

。IOYR2/2 lj!色!lJJ1!!i"ir}色ゾロ，'1:千九

10 IO，¥R2/2 色!日色混じる

11 IOYR7/8 色 j}i，-!-_'ft

12 10YRI.7/1色

13 7，5YR.I/.J Jf，¥色付:化物多<:tl~ む

1.111内1{5/() 在，出色 lOYfO/2iJtしふ

15 IOYIUj2 出色 lifjo¥-n.)色-;11!ク1むかに ι

1(， JIT.I 1 li!riJ:，i:1 
17 似

IK 

lり IOY立2/1色 111]ず色 7U;う(i王l仁Iliえ)まはんにャャ多くたら

20 IOYR2/1 色立マロ/旬以 !jiJ会)ヤヤ多む仁ふ

日i、 I(内fC/2明治色 J¥hll!f.'r悦治;こ Fι Lまる

22 IOYIU/2引m(ιl九[--γ11ノヤー Jた 化 物 ( 少 1リ日色 γn1う(え)

J売LI U/7( 了 ・ と杓 (1そ J'J。ト Iワトち /.) 

i)tfじ物(ぷ II'I絞)少はりにうレ干し

_l-I IUi R2/2 

日1((，17 1 IOY[U/2 色 IOYR7/(， 1り色!っ口ノク状lご ιる I;'iヒ'1旬 以 (f(~ Icm 少し たもゐしま之J

ヲ IOYI日/ヴ立

.110YIC/I色 IOYIと7!h1リjおj(._jl0.:!フ汀ノク打、少

.J IOYRJ/2 日色 IOYR7/u11)) {!'dM色 1ブ¥1ノクぐたI_J

5 IOYR2/3 Ii日間色 ll!i ル! dL人物11とんと却し仁まる



ヰ(第 " 73 " 80図

。IOYR2!3II.H白色 118-200101 Ul J世111_1:)主少'i':，:】 5ml1l0)怜土吟少 \-2mm の {，j)~b!: ごくわすかにえまれる

7 IOYR2/3 1I1ml 色 1，5: 1:- シルト{子一γ301m のJilll[ i1 J~ ・ j}~':V'ljf: i壬 j-3rnm び)-1屯ごくわずかに~:-~まれる

日 IOYR~/4 1呂色シルトピ 15でOmmi})J出 ILJ:!))~か行な勺 1::1 を i治社j 色1:がj!Il める

9 IOYIU/ヨ niítMí色シルト Ü~5-8mm のヰミ伐に fÆS- lOl1ll110')lfuil Ll位少 Ü~ .rSmrl1えごく少う孟まれる

第 71図検出選総 (24)

S;;276 1 IOYR3/2 色絡ま IIやヤ治い、 iitit1'lji -5rnm大)少む、

2 IOYR3/3 lIii尚色締まりやヤ揺れ、、 j色1[11古]ヤヘく、 iた!と杓ごく"-パ止合む

3 IOYR4/3にぶい渋ト官まりやや~ñtい、 JlllI Lt IU-'['I L0. hU-_やベ) ~く 炭化杓ごく歩、;止命む

4 IOYR3/n/4 lIiI尚色、i日色卒者主りやや、 j出1[I.j、7'[1ノケ i-50mm]ミ，とこ十:!li+-J'O'，うjl[;li:に手〈、!日{ヒ杓(-10mm大) もマベ_)t-くたむ

5 IOYR2/2 色絡ま IJ.や叩 U~J 、決!と杓(~ 5mm大) 11，日よりく、 j出1[I'j、ブーロ17(5mm大)ごく少:j::1吉台

6 IOYR3/4 IIfiii'J色令官ま IIベJャss、j生1111i:) 小 ]"rJ!'!(.._ 5mmた)ベjや多く、 ;ltjじ杓.{;'tl ftニh'j-I-.7ロノ~ごく少む

7 IOYlU/r.l/4 11託社j色村7まI)-，¥-)-¥Jymい、 j也L11.j、FO'II' (-_ 50l11m大)'f;く、炭化物ごくう λむ(人為[1なjH:Hi.土)

日10可RS/6 日iU色 JUll[I'j，'j:!:ァド守;;;iKに人る、0:1"[じなにjh!jったちのか、 f)~ iヒこく少五む

S;;178 1 IOYR2/3 日色 Ji!JtlIPT5-':;:;合む

2 IO'{RJj2 H.HU色村;まりやい、地子 .j、l'ロ/ケ (Smm)二1Jj[;jl-:にやベ<，主主1'，/そ1ヒ約も少

3 IOYR313 11自担J色 j也I[II，~子 ノj、γ!1"7(5111111 J.三I"'¥'千より苓くたむ、炭化物も少む

4 IOYR4/4 色 j出I[IJロ庁府

5 IOYR3/3 11吉m色寺市ま 1)H号、 Ji!JI[If;7.f-・小 i"rJ'J7 (5mmた):!柄上 1)多く

S;;277 I IOYR2/1 色上.rftを切る tノト

2 IOYR3/4 11自ta色王者まりべ刊Jgrtlい、炭化物 地1[1校i'少合む

3 IOYR3/3 11目的色締まりい、iJtfじ杓トー 100101大)ペコペコ多九、 .J出11I校 少は;:r;む

4 IOYR4/3にぶい占色 Jt!!t[I.j、1'11ブ) (-10m聞大)ヤV各〈自ら

5 IOYR4/.! t自主::.，f帝まり gjtい、地ILIJ-ノL竹二次Jltf主

議 7312l 検出遺稿 (26)

SK282 I-a 7.5YR3/4 lli:fl白色

I-b 7.5YR3/4 -4/4 11奇渇色---ilJ色絡まり i二i;!:で汗j色-1"1立にかけてやや弱地IJlfl-:T-..ト γ口!'!( 3rnm台'i'-l.、)及じ杓 H( -iA 

I Omm) ;IUi!j 1まと多くむ J点二!ふーもさ、五{千d見人物か("r::(， II;17、{二人る物はわJI['7 1)下 l古に ~trtl-J る

1-じ7.5YR-116 主1-.1);I-b貯の下Iml二二人る

2-" 7.5YIU14 1I計百色土 I-bl(.)にする JllllLt 炭化物ともにi司府より位径/トさく人!三 h いも低い

2-b 7.5Y立4/4i詰色 j血ILJ:Iゐをこ巨とすゐ Ii'i'i'にプロ .7:11、lこ人ふ

3-" IOYR2/2立的色締ま 1，I-blí'j よりヤヤfm 地 11I ・岐{じ物~!!{にごく少 ld: (f)c1，..(，;む

J-b lOYRJ;3 [l['HR)色 Ji!JILi:l:を二仁とする ]-a府'i1にアロァク i正に入る

3-c IOYR.I/3に五いtil1白色 j也111.cl:.を主とオ;:) 3-::1問'i'iこ'11iーがミに入る

4 IOYR5/6 -~ 4/6首位1仇色 l世ILt:I-.を一r:とし"日 Ikに入るよ:ill:1切手、'(!むしる

5 IOYR2/3 ;世![)色思渇色シルト 6:地L11刊にL:.tOì iJ~fì 上

6 IOYR4/6 m色 }vt日色ンルト 4地ILJh'i=l:.6ijlift{s'=l 

7 IOYR5/6 ，¥，ICl色締まりやや)g( 日出色シルト 3:Ji!Jllll¥'iJ: 7び SK2S2・2KJtl!築1)立に収められた S;;284JfU か

H 7.5YR3/4 11計司g_:.2 -[l r\，l~ (こ類似 2!!~'7 とのf立コド 1リj両手 I打開ほと焼 L:1):-1'や叩多:合む

。IOYR5/6-4/6 色り色 4Wilこj罪する締ま 1)計一通~ややfiヨ
10 IOYR1/ユ-~ 2/1色旦包 J-al'討と!日i訂 j血IL!UJi!s入はうI:Iどなし

I1 7.5YR4/4 1&¥ L0.まり羽二1-..1)ミfヒ物が守汁犬に入る

11 IOYR2/2 2ハ色色ま 1)干ヘ"'!Q，U0.1土J-n に泌する!礼二1:1土台まず j也I11ノト"-ロノク(-注目mm) を詰n:;í， 11 状にやや~く合

U 

13 IOYR2/2 !.ili白色ギ帝ま 1)やや!HJ12 JNとU)J立千、IVJ同iJ世IlvJ、γ!1ノケ 150101)を詰n:.'i，iJコ)ょにくも

14 IOYR4/6 t品色 j出11γ[JoJクi崩i存ヒか

15 IOYR3/3 1I1H白色 9・101¥'iを切る締まりややlE]包シルト 5:Ji!JL1Iがi-I:5の泌氏1:

16 IOYR3/4 Ii出品色紙ま 1)詰汲強 Ji!JlLi位 j・1た化物ごく少会む

17 IOYR5/S ，'!'11M色 JILIIIの二次J!ifi'[:Jニ情状に入る

18 IOYR3/4-ι1/4 I1 iTìIlL0.-的色締まり岳~ヤヤ ~~t j也L11小J"lh7( 長50101)を市ド寸 IJ;li:にやヤ多く戸fむ

19 7.SYlUIJ 11治目色紛まりヤヤiJUJi!JIII'J、γロノク(-i王Smm)をやや多く hV~:l~を守も

20 7.5YRJ件 iほif.lf土浦まりべJ十 J出111小 7'ロソク( 筏 3(11101)をやや多く tiU 決 it~討をごく少お立ち

21 7.5YR，II.1 tll 包 1I討を切るピノト J_~il 二ザi ま 11 ヤヤIì~] .j，克土 決化物( ~ 1~ 10mm) . 1:1 L0.'h¥ 1: . Ji!J111 h1i 1を多にむ

22 7.5YI日/411奇的色 1・8・11N'7を切るピノト型手 1)iis峨! 日物.J!lllll[，(Tご く も

23 IOYR4/3にぶい釘位j在!1'1色もli:Iニ.IJt It物を台なごくいbi'lが 8・10例li:JI二人る

24 lOY記3/2;引詰色締ま llIjsi見入物的と氾られない

25 7.5Y1UI2 !.I.H日色締ま 1)話通~やヤ治地I11校 jやや pく化物 NtJご/少む

26 IOYR4j4 "-4/6 i日色地ill小ブロック(.__ iJ 200101)をベペJ多く公む

27 IOY且5/6 4/6 t.U出色-1日色 Ji!J11!:lを…とし:li:ikl二人七

28 IIIYR3/3 IIfiiCi色政化物 .'l!tI・Ji!JIII校 fをニく少'1ト討ち

29 IOYR5/4 Iこぶいj!ii目立!J也111(fHH.'i:bf，か)二〆たJ主ft'i:l:7'U;) V、に入心

30 IOYR5/6 -5/8渋lt)色地111("川'!t'111;了、)二大JIH，'t-[-_1たiヒ物ごく少じる

31 IOYR5的資制色布告ま l)ijiJJ由tl11¥う乙 小 γ[J片(5mmた)多くむ

32 5Y記4/4I白色絡まりベJヤiHj七十 iニ.tii:litこ枯ニ!".r-tb7( -_ n~ 2001m) に台む (};'i，1十/二 7'[1"17はこのびJ.:五分布)

.n IOYR5/6封筒0， J血11.1'卜7'fl)ク 2(0101)を多く什む

SK282. 283G :1じii川百 I IOYR2ρ j江潟品 主ず詞マゴfjまl打1ベ々Jヘやコ吋リ弥j主:

S;;284 

IωOYIU刃/β31桁府許れ約}芯j色 締主 11ベ二吋JぺベヤJぺ!強;泣治d虫;レ h、I…i色村jl:.I)Uと物 1'.:詐ヘJペ与<

.1 IOYR3/1 均0， Jllilll!Yf-.1た化物世'1ト

.• IOYR2/1 まりややH可、 JIÙllli~ rごく少i止なも

5 IOYR3/2月 J!I;llIN.r- 小 γ口/ク(50101J，)ヤベくたら。

。IOYR2/2 {î'J; !lけ1i:l :iJ也 I Li l-.'il'.、~ 100101 Iζ)ヤヤ多く命も

7 IOYR.l/ド1(<llIiH出色締まりし h、l!I!ILIf.7.!手くたむ(ほとj血111のt九人，1やや少なく)

日 IOYR5/6 吉;白色l![J111ノロパ

1 IOYlと2/2 .'I':t日立~ J出III!ケ子 ijdヒ1相少"トたら

2 IOYR2/3 何色地IlIiH.・4、γ[1.ク(50101大)ヤヤ多くむ

3 IOYR3/1 色 1 との1111:IIIJ係、 mlとれ I より

.1 10YIと3/T3/.1 出IlltH"'J、γIIノう(l(lmTn)、:)J立1;にく，'，ち、 1):1ヒ杓も 干ι

5 IOYR5/ら お 色 Jili!1!i' U 17 !~\1 

第75回検出i盤機 (28)

日K285

SK2RoIl 

5 IOYR5/4 Iこぶし立地I1Iノトブlゴノケ多i止命ι 勺♂ 1

(J IOYR5/H 日色 j生II1小7tゴソク多マι

7 7.5YR5/6 lifJtfj 色 J!!!.!!l-!-.!~ ;r%{ _f:，tf!IJ:ぇ1:1ヒ [JームによるJJI 

8 5YR5/6 1リi赤 I立l:JYl

り IOYR4/(Jiめ包立後ibj♂ト

20 IOYR3/4 IliH日包 j世 111'j 、 7tゴソア少たも P!J II.IP~ドでぴ

21 19肘と :"1と 1!I]fj;lJ:i，ιでのJIHiU

SKP289A IOYR3/3 ロームド人少ない J'RめよλL1 

S;;P28りC IOYR2/2 日色 Ji!Jlll.J、、む -j，r，J'RめJfSL 

SK2WJ日 I 7.5YR3/2 品 .1.宅1'.' 血Illq.I';':']，':止命む辺正υ!IlめIJiし

2 7.6YR3j3 !lt可白色。マむ た校少九十台む」主ィJしJ~!U!)J;~ L 

3 IOYR2/2 ト J出I1I小1才 少 む 1主計eJ!!¥i1J1廷し

1 7.5YR2/2 治{土 地11I小 ブ ロ ソ 夕刊合む山県め

汚 IOYR2/! 防止合10，JiLlll小7ロァクむ.[1在小ヴロソケバιi遣すえjl!li_>hfjIL

(1 IOYR1.7/1色 Ji!JILI小少む Lh'U日Jlllii山内Ui"CI'.OlJii:flt.l: 片山ワ

7 IOYR2/3 均色 i也11ドl、合む存!二

H IOYR3/2 !l¥i日色 i血tUL['校生、!J(t-'Iむむみ l'

り IOYR5/6 智正出i i'f~二L

10 7.5IU/3 11前?)色 j也Il!'j、ブロソク少な合も iを品i芯

I1 IOYR3/2 出色 JI!!111'J、む

l口21ωOYR7/角6】!問F内けl

日K、2臼6A 1 IOYR2/ρ3 氾払色 }主lけI1ド川，j、?佼ケ仏少、IICr白「む !山1り引!守!匂.1九人ハへ、ぴの)討流lノ人、 ! 

ユIOYR2/3 色・ j出III.J、校少:d:;';むHi'めし!

SK2H6B I IOYR2/3 !Iml色 iた Ji!Jt!I'J、ね少含む SK2XHAc j.~iJ !I "j-u)It I'乍WI一

A.日 2 IOYR3/3色決地tll小佐少 llHめ1廷しか

】 7.5YR5/6IIJJi白色 Ji!JIIllゴ ム J世tU-，，';ント
4 IOYR7j-l 1二J入、改iUu!.グライ iこしfニJi!J111lゴ…ム j生111-;'ウ Lト

5 IOYR3/3 !I.H日色}忠 11ブロ 1 ケ ちむ渋ヰ l'

。IOYR3/311;'1'1'日(立地 11ブロソク多 む

7 7.5YR5/1l IIIJi白色 J出IllCーム起il!;¥lJ I~ 

日IOYR2(3日目色 J止11+'1'立仏、心<1'心部

りIOYR}/JlIin品色決 Ji!JIII'J、少む

10 IIJYR3/3 II.Hi，¥f.il J世11小プロソク 1!-]-1j:台む主U:

1I IOYR2/J 呂色 '1'央二i‘!主7

12 IOYR3/3日前自色 j出:.11小ブロソケJ!1-!dJr;む絞時

13 7.5YR3/6 I!IJI~] 色1'1.1 引j f\， ;1犬

14 IOYR3ρ11庁ig色

15 IOYR3/3 111ft};)色

Sk2H8B 1 IOY記2(3，!，iH詰色 .).;U-.・i血I11小松少台む続空!¥lIJIJiL

2 IOYR2/3氾i品色日t.J1!!111小校少六七 j宝石記J!Hめ

3 IOYR3/3 !1M白色地tJJブロノク多赴台む Hili'jIJli!之上

日l、2H7 1 IIJYR2/J !.I.H白色 Ji!JLlI主主多計三「ら 少む

2 IOYR3/3 11汗1M色 1i!Jllll:r.j&I，::Aむ 11'1':1'1よIJ..'、む

3 IOYR4/3 kl色 JlllI11牧多

4 10YR3/3 fllxtg色 j也，11'トブロゾク rt'j ~!l: r1~む l花 月tLf'.'/:~'以下;む

5 IOYR3/3色 j也1L!7口ァク多長む !;tl校少lll:t'iむ

。IOYR4/3tcl色地111'卜位多

7 7.5YR5/6 11在約包地III小ブロゾ 7{~ì む

H IOYR5/4にぶいlfcnJ色色:仁7ロックl)J::II;('，む

9 IOYRS/4にぷい前向L0.J血111'J、7口 ノ ク 多 む 色 日 行 、lこ!Jt仁る叫少む

S;;2日(JlJ 1 10YR2/J ，t，l.q[_) fu iたた多日合む j出111，1ニト1ちらlぇι

仁'.D 2 IOYR2!3色 j也11I，J、ブn'yク多‘

3 IOYIU/2 ;!H}'l色 JlIuJI.トむ。

4 IOYR4j斗尚 Ji!J111'トブロゾクむ

5 IOYR5/4 1こいおf目立L地111'J、ブロック多

() 7.5YR5/6 lif!t日色 j出1I1ブu ゾケ台む

7 IOYR3/3 11，汁品色

日5Y1<5/6 II)Ji~;的色 J尭 !)J!I

り IOYIU/ユ見H日

第77図後出i針詩 (30)

SK2(1)A 

5;;290B 

51(291 

SK296 

1 IOYR.1/.l初色シル 1，1t!!111 l'í1i~ llI l ，うを Yレ:じ たιa

2 IOYRVI i日色h'iI一一シルト Ji!JI1IJ寸泣を合む軟

310主主 .~/2 11日付紘一，/ルト 討Iii ，~ I主止を秋

1 IOYR3!3白色シル 1， J i!J II ， 1ソjd~，をむ比絞fIな向く締ま

I IOYR2/2 IltHI，l色シルト li!J1111-校・木氏を少l土台ち秋口

2 IOYR3/1 ーンル i地1111:.1>7 イ、jたも?をごく少 ι

3 IOYR3/2 lili li.l色~ルト j説 IllUjパ人本少 ι沿役目

グ)J生1/11)史もう;まれ乙

f;;うど寸

(， IOYR3/2 !lfm¥(立シルト ifc3 15仰のJilil]j_LP-・j史lj1fj;: ( ) 仰 の ノ ト 竹 ・ 長 、 心

s;;(人}

λ 

SK292 

日;;2り7

7 IIIYR5/ら!日包 10， ~ :!()闘のJU!I1 1)忠治らなる IHJ(:H;7i討(立シル 1， 政

日IOYR2/2 包色ザ:上 ンル 1，i壬1 山内地rlL!:P:ごくわ寸かに Jれん

ノパ、 ト ι
ずノドプj ゐ，'，工 X し~， ヘ ノ "

く'Y:l;'iう、主れんヤャ秋

日l、29BD

日i、日じ

1 IOYR2/.1 11計約色シ"ト]-九州内地111.'.1ケ-.)Jllnl引いたね少'1'がた勺十γ秋口

2 10YR，I/f予約色〆ル 1，五三、品目しり!のJ'!illl'lcj.'i‘Jmj/--1)1ll:がた士勺ヘロ

1 IOYR2/1 lIii!M(とも1;1:_ンルト 11HI明日ト叶JHu!1 ごくわす刀にまれJ七わ

2 10YIと.1/2 色 ~lli'fìM 色シルト~ j'，li ! 1 ~ 31llJH I))J血1111:1，'1ζ くも、午がえ主れろコ -3聞のご/少'1'がまれるヤヤfll日Tt

.1 IOYR2/.1色 ;/IL-ト仕1.1lf1inl'-(/)J忠I1けいからペ lJ'J ケか)i[;1J、に仁ミ 1(ln叩ハj也1111'，1ヶャ;止がまれ心

九Jヘ、

SI、ごりHE 1 lOYR3/2 liF'dM色ン )vト 机 I "附けj也111LJ，'iこえわ寸ウ'i二主れるぷ;) tlmmぴ〉いたいfこ く が れ'J ヤγ

:2 IOYR2jJ 11tH日 il トヘ I、JmmInJlL!!lLLl'!:')":j:がえまれら γべ

S;;2り7，A-'¥') I IIlYR2/2 .'.1'色!シ"ト h1iげはなくj'U;泊予¥， .1i1'.III'L7口ノケノドを少いたも

S;;2LJXA 

S;;2LJSD 

2 IOYIU/J 1治的色 Ĵ_y )~ト 1}，ll:よなく予い 1 こ iヒベ j由 1111- つ口 J 々の d~ 人主iJi，刀、

3 IOYR5/S Illicl色シルト -1，'1;Jllllll'.7口ソケ

I IOYRじ2/β:::，1，1，I;I尚t日J色，レ 卜~'lν，';1上千 j比ヒ絞{的i山リ川?ザ持f守げ jハ た i わv寸寸i十一7カi、7な地血山lけ111千し

2 I日川(り)九 Rミ<3/μ11爪Ji凶i白'!il尚}詰j包シ}凡11，地主111.1一と'!巳託氾i出j色 一IμJ万、可【JU仁〆;九I(心1了、こ 1不iド、j均ヲパ[ごj民:司11I、どう '，} 

J 色h'j1: Jl!lIIU'.';ロソア

i己li.恥八ぴ)1 ~ I，;Jじ

2 S 1¥コι)計八円三 li'IとInJと

.ljO百!と51hぷ1M色 J也1111'つ口ノケ

第78悶検出i童精 (31)

2 IIJYIU/2 !IW，)(;2ミ出色dじじ心 HUじ約台む 2b 色 IIJYIU/2 勺

J IOYR2/2 日色白色、{史上i;じとる化物む (γ波、ドャャメド、色)

，110九R2f，iり色三つにたりIjで主る I'I/ilよ釘!日立に!の品t入が多い l!lfc'J(J，J完1.1りてうーすらと セさる刈ぺP ノ{、1'!lil立てあ勺 |、土決{じ杓を

5 IOYRu/6 II!]iid日土 10可1¥2/.1、tJtしん"出今j-iUに[土保)1火山 LIOYflK/1、 し る;えiけ切えら

。IOYR2!l土 liiJi有;白色 J rJlう初、lこむかどしま

i I(九R6/(， IUji.1氾かたく L主る

日IOYR2!l ，'1[(".色出じる iiUヒ均少'!'えも

り10YR2/3出色多(仁三 !'JC'j}i上dじとる

IOlOYR2ハ!日色

11 IIJYR2/1色渋的色刀、(~U~ I~ ゐ I~ 心

12 IOYR2/1色む IOYR(i/6iJ，仁勺

IJ IOYR2/1色

l斗IUYRS/4に 小 い 前 向 し み γγ しまる

15 IOYIU/.1 11庁日立Lγロバ羽、に Sf;く白む、 11色村じる I~ tろ

1(， IOYR2パ色訪問色ブロバ仁川 J~. ド)合引ケむャャし主る

17 IOYR2/2 n.¥tM色色 IIJ百RI.iハ色 γn!7( lcm I)II(九).ヒ杓むャベ"る

18 10YRl.i/1 色立γ[Jノラ IClIlJ'J.ト)合ーたち ゃJ.¥)I~ ~l 

ILJ 10YRl.i/1 色

20 IOYIミl.i/l 日¥(;2 !有i白色 iまはんにγlji混とる

コtIIJYIW611!Ji世間

22 10YRi1庁、 H)jWd?:.)l0.!!lljl):L '! 

2J IOYRI.7/1 11.¥包

2.[ IOYR2/2 I.U， i白色 !ijJ-~i'(kJ 包!， U'j"( f_長 :::-3]¥111)まばらにふ「ι，iitfL杓じる

25 lOYR2!l包主iMl:!.ブロァク(叩Ii可{え)まは lペニケむ炭化物γ「も

26 IOYR2ハ，!g(:2，

'7 IOYRI 7/1虫色

28 IOYRJ/2 .'.l.¥I詰色

29 IOYR3/2 出色渋!と物字くはも色、情ろ

30 IOYI{(，f6 11J]i>'tI日色 li!JllliitiJ史上

31 IOYR2/1 色 i-ìt1U'ij::i~ む;九 n.) 色位

32 IOYR，lj斗!日色色、[11汁 ι心

日 IOYI<2/1 色

34 IOYR2パ !H色やわら治山、

35 10YIと2ハ色!日L0.尚仁るかたくしま今

36 10Y[とVJ.1J.!.i日色叫(己与，iJt.仁ろかた、~

37 IOYI<2/1 'I¥fie内、たくしまる

3810Y[と2/1 ，'1'，(主治的るかた: I~ -"る

39 I OYR6/1， IりJi>'li出 色 色 、 日 し ゃ

.10 IOYR2/1色部!日色 l¥]パ 11;にろ 1I渋i出色(/)iJd，j、'"ちい

-11 IOYR2/1色

.12 7.5YR6/6 己記 2.5YR7/2711ノラ ii、に ιi?(ヒ約(it了よ勺;こ:守むカたぐ まる [!r1jl)!の J、つなもの')

(P-5J 1 IOYI<2/2 :sWi.:2 Jlli~!I} . .:b!~争ら

2 IOYRI.7/1ま

(ド川 1 IOYR2/1 ，' 1\(土地 111 1-，少日ケ L ヘ I~

11'.7) 1 IOYRI.7/1 Jlhlll大付工く j/':rl::'j-む

日K1246 1 10'1'1¥2ハ 色 7r1ノケ tはらにたじ

2 IOYR4/ユ!火 IIIYR~/(J a~ I~ ゐ

J IIIYRJ/2 :.i.'-I!¥02 在つに J ~! ~'I_.-

4 IOYRI7/1 色

~80 悶検出i盤情(33)

Sk.IO斗A♂B 1 IIJYR2/J J !I! llli:'. 予 J出 III-;'u ソケ i犯人レん lこ fド I~ ;;、(と'l'ijiell.じ01 二〈ゎ己人 Jf) 1"(1
1/) なし

2 IOYRJ/c[ j出主!ニ〈わづかふ;人民!ヒ(1.]少人 Lまり出 んどなに

J IOYR2/1 j出!llr，'j少 し 人 j生111フコノケ1.ごとト人 iた!と竹{似(-，

.1 IOYRI.iハ iむ岱ノ ntftr7i正イJヘd 与イヘベJ訪れ';1)'1，1， ((1，
5 IOYR2/2 Ji!JIIIブ1] • /1{-1).1 じmちまれる尺!ヒ杓日 lcrn

る')べJぺ 'j};!) !j :~ I~ 

多1..，i:; ，)じ111/

ト1IOYRI7/1 iたiヒ約千 U.?¥へ手人 !}i() ~えとんどな I~ ， 1) 

I プ"，.， 手ぺし〆 J

リョl"llji)ほどんとな L

:km)γI:Q多くれ

I!hlllノブ-;[]ノク

15 IOYR2/2 lihllli -: 'f; 1，1 地1I1←パゴノケ (手作:3 (J日，仁幼少じ人地II十ノ Yト}Uノク J千三 レ ι 歩 I，IJI) ;;:(1;物少し

11， IOYR2/2 j生1117['ノケ Jノ-;1-I ノヰ乙ちし ι 1.... ;: ; j ~'!ji 1)合二物 i;;J

17 IりYR5/Rlihlllブ 1]ノ γ1....t 1) rtr 弘 1)

iり IIlYR.1/← Ji!J111プドノケ{ポ l' 会仁ノ< I.....t;) l!l 



5 図

20 [OYR5/X J血1117ロノケ 1将{ノ、ー VJ 1) !};iJろし

21 10YR-1jJ地111ヴロゾケ 1ノ、 ト) いま 1)強l'h~ì ()ごに し

SK-10-1 (，-D トo[OYR2/l Ji!!l li，i:i} (1， 2 ~O， 5cl11少しはいアノロソフ n.5 ごくわか炭化:tJ2 少ししま 1) gjllJ~ 1)あまりなし

1 10YR2/2 JI~ !l IP: ;ç ;，: J血111沿っロノクj去にへる i)'tl二杓 lcmII，¥J件、投111，ii;iぇ二多い 11'1ト_iJrtt';.}jl)会、 L(flJ 

2 10YR5/白地j!!ノ、 ト7'tJソク似しま 'JVil，ほとんとなし

3 [OYR-1/b J出l:!l!lj"l:十世j色 1-_'h!Jl)ヤ十 1;'11 Lまi)lfr りよ 11

ヰ 10YR3/lJililllt" 字 J也!!!7"[1."ラ()， ~ -3cn1也 III~ つリノラ j去をな寸も (-(1) iた化物 (1.1-O.3cl11歩、ししま 1)111 (1とヤヤ

liiJ仁)引jl)少Llrll

の 10Y1U/l jl~lli ，i: 各市 j出 111 ノ、 ドワロソクW材、l二人 (:::crn1jl) しまり路¥ t~j 1)少し Iill

7 10YI<-1/6 J生11大-trft，"l しまり 'j}i1j十γ強

SI，404 PITI 1 [OYR2/3 Jilil!li，7 各'!'-出1117ロソア ((I，:J 1. 51 少'_.iJt/、i.itlヒ杓 IO，:l1少し しま h~î j Iあまりなし

3 [OYR4/6 句:うハードワロァク守 L主11強ほとんとなし

4 10YR3/4 I~ ふう JIII.I II ブ口ノケ (2 51 ヤヘJ多い ;;::1ヒ杓仰やミ 仁主 I)Cf;lNil)少L

SK-lII-l PIT2 1 IIIYR2/3 J山 III ，~少し 地1117口ノア任 O.0CI11少しはいる しま 1)rj-l ___ ~市民 lヒ1相ごくわすごカミ人 'h1j :)ややお;

2 IIIYR2/3地111校い地111ブC1")ケ i、:km少し入 Ijljl '1':1;1)ふ主りなし

3 10YR3/-l J出111校 J忠Ill-/tJソグ 0，1~ II，:J化物少し入るしま 11リ 1古11あまりなし

日".1仏11'1']'.1 1 IOYR2/2 J出1117ロソケ((l， 5べJヤいヒ物 v'0，5ごくわ寸かdt入 Lまj)ql l[~î l)あまりなし

2 10YR-l/b J也111大ブr1ノクじm 十H.}l己1:1-，"1 しまり強 l!ljlj:J_，'I__{-fIJ

J IOirR]/2 j血1111ケ多角::i日 j しまり !'1!;I) 1)なし

4 IOYR2/2 I出111107少し しま 1) 'h!jl) 

日KPX97 j 10)'立3/-1J也予と 1'，ごくわ寸工/う人民{じ1'210，1 -11， :3ヘ 1-ま1) jVi 1)ヘJゃあり

2 IOYR.I/6 J出111ノフトブロソクしま IJヤベ h1il)ヤャあ 11

3 IOYR.I/3 JI!!lljP: > :，:: L 1) <1
' 

IJlj 1)強

4 jOYIと2f.1J出IIIhT7口 yク収、(.:人心しま 1) や揺れ、 hlj1) ygl 

sl， p~nり 1 !Oi'R2/3 ilL とりつ ir 加しの肘 j也 !!Jb!: わず刀斗こ d~ノ、しま 1)

2 10YR.I/2 J出1L!'b!:がつ口ゾケ打、人しまり<lk 中j

SKI'リ04 1 10YR2j2 }I，\I品位 j出 11' ブ!ゴソク径 5. lIcm が公 í1，:(I')に入る IJtl111 イロソク(土地 I~ h7.・ ijdヒ1母校合し地1J1bt多;止でなすl しま 1)γゃ強い Ni'l生

2 IOYR3パ，~F;tß色地1['1，'(・日:化物・焼 i ーさんにゃW{-:ji かつ判11か\，しま 1) ヤベ、枯れ ~iil

3 IOYRe/1 i，ru:トJ:!!111フロソク筏 :::LOclJ1 しまり政L ゐ I "，' jけ ~Jj

4 10YR4/2 I大 ll'i-j目立， J血十Jilil[1ノロ yク約しまりとんと与し

SKP，)05 1 10YReハ j色1[17ロソク (}O.5、1.0じ111"VヘJ多く 1-ま1)十ベ寸虫、い l}itしヤヤあり

2 10YR1/2 JIII，IIII，)' y，:止に JillI[1ブロソク 附よりも、ない L主 )111'l'r!il'十ヤゃあり

SKP9H7 1 IOYR2j3 J忠各社 f子1).5 :J.IJCfIl uJJ出11/7ロノク{ノ、 ド)ヤベコ与 <in入 iit!ヒ1セ少しdt人しま 1)ljl ~ ~rt\ 'Ni 1)少しあり

e 10YR.I!J j生1[17'IJJ ケj子O. 3、 c刊ヤやf[，.い II!!III付与 il:j日1ヒ物!杭少し Ot.入しま 1)伝t'Njl)あまはなし

3 IOYR3/-l i出色上十Ji!!I[lil!u)併しま 1)'[' 砧11少しあり

斗IOYR4/6Jl!!I[I['，'j 1):'1 しま 1)ql '1'1片付少しあり

5 10YR2/3十Jili111!勺各市 I，'jl)'レLあり

第 85図検企"針高 (38)

日KI叫 12 1 10YR3/3 iilむ 1.+Jililll付 与 ・_I[!，色1:7 クi止にイ-;C'JJ しま 11'['I.ljllなし

2 jOYR3/e J生 i) 強 'j}jl)なし

，1 10YR4j3ャく Ul:.人 L主11γベ)~jl '1'11; 1)強地11/1'，1，'['[-1

SKf吋1，1・SKI可 13 I IOYRe/e J山117口ゾ i" 1 <Jじm 苓，~ dt人 h1iりも、し 1，りにま 1)'1'

2 [OYIU/l J出11/7口 rケ千().] (l.oclll手!止には人 h'iI生、Jヤ年い 11可iγ 、

SK.J76A.1l 1" 1 川'1と 2!J1I計約 !-.y ，l]..，トへ聞の J!~illl'，怜少 fjl が主れるヘ中j、'([

主主 検出i紛誇!39i

SIν17X ワ[:Jノケ約九ろ焼ノケ γやき !tえトケレれ心 l}ilJ

1フ口ノク rql 間人日il)〆ち I)i七し 111 よ;J:J:j

12 IIJYR斗/-1プ tl ケ:!/I_. d~ 人 1);1ヒ杓わすーか{二次まれ七 I_.-;i)ぺ

1-，ブ[Jソク 7/1灰色)

13 IOYR-I/6 . J住・ h'd二7'tJソク 付ut物名しま IJm]，-，ゴボロ) シルト -lVi:I一部1Iかい 1:~~;fJ J1 がキ 1~1日、約 1'，フロソケ ilt 入

14 10YR.J/斗 i'llj.!二代しま 1，十ャ (il)炭化物ごくわーJかぬ入 j出illte'ベコヤ多い

15 10YR-Ij3 J~I Lii';! 地 111 フ円 f ク(小 ~'I') 多 i辻 '!)1 1 ) なししま 1) 強い

16 IOYR3/2 1"1:1こ i人{ヒ約 ('1
'
) ごとわずか人しまり強い'，ljl)1'(11)

17 j OYR6/6 JU!I1 Ib! ;c辺部分的にフロック状に入炭化物'1"たより iこくたまれる仇 'Nil) 礼、しま 1)ヤヤ強引、

17-110可 R6/6 炭化1J~ 13， 1 ， IIN より大きくJ.::ll~ L~! 色村1:1 フロソク ;1;に入るが仁I- 'f[ 1在i多く Ul;λ

5ト179 1 10YR2/l上犯のi勺11!I1Ii'i)シルト， ì.ì~ fヒ杓・一!ニfJ"依汁からなるしま 1)ヤゃあり

2 10YIC;3 :Ht首位 {上 ~f;i- rJ ) ll~( 下 1 i)tfヒ杓白人lよなしンルト しまり仏、

.1 2.5¥'R7/4出HiJ;I，'l (乙ル!とよりl1l粒でさらさム Lているしま I)f尽くブ口プク材、に IrJJ 

-l 10YR7ハ枯 l' l主1)ニ11:'1;¥'1'"世し、ワリソク :lle

5 10YR2j3 た 化 物 多 し ま I!~5円、

。IOYR3/.l . nt(ヒ1守よりやや少ない JiliIL11，¥各社lしまりやベJ'Ifi)i]iiiJ]{rl) 

7 IOYR-I/2 Jl!1117ロソク(大)切断持続iこもにているのでカクうン貯と λている

日10YR.J;::' Jll j) ll~ 手 iitfヒ杓(J~入しまりベJヘ、

。10YR5/(1J主111'i'，';，[フロソク肘しま I)i)ヰL、

SK.Jn 179付近の祈氾 SI(NOなし)i: 1'1う焼 1:A'日liJiTiii 1 5YR6/H校しまり強約挺し

2 7，5YR5/K 1リ11M 色トートしまりやや強制i'l立すこし Iil)

3 IOYR4/ふ住j村:悦ヤやむりしま 11i)!)J也rJrJ.tlf，く iJt人

.J 7，51'R3/，1 Ilî'fl日時:1二 1~ .化物共にい(似粒子)しまり誹j粘七i少し古

5 10YR5/目的対地IIJI'¥i7ロプケ :I};に!同となる Lまり滋il，'lt少し (il)

SI-l77SN-SR 1 1 51'1と5川町J，JFm色ンルト 'Ni1) :1~，;ししまり伺いおγl 、 fえ It1母校が台まれる焼上初

2 10可R5/Jにぶい一位H土シルト了! しま IJ5fl!'.t、少し予ド IriTI)

3 5YR-1/.Jに;~ぃ高二 t~J 色しま 1) 九、 l 内J主力消1:ぅ}l'):J ¥ ~ iJ~λL ている|民 ;J 、 iJdヒj拘古、公 iいて多くたまれる

，1 IOYR2/2 日色しま 1)ーやや強仏、 l.iU:がブn，)クI!、(大jに犯人炭化社多く il/;入

日K斗nSR

7 10YR ， ljJにい哉 lE~ Jたfヒ内ヴロソケ 小い J I!! II17'n ソケ(小 J 多 Jl~in)、 しま:)ペコヤ iil) 力{-fi)

自 10YIι1/6Ji!!111フロソク (ql、)(111"'/ LまlJHt) 'Jiji力ifl)炭化1'1}少しiE 人

SI477PITJ j 10YR6/6 Jililllブロプクのみのしま 1) 、h'i'I:Iあ主りなし

2 J(lYRJ/.l JI!!III校卒 Ht'fヒiJ71)1前;に小山?むしま QH5h'

3 J(IYI，ι1/(1 J出 IIII~ . J虫111フ口ゾク各社に含む l'府{こijilヒ杓わずかiJ/;入も'i'lB1料、'1'古1:::封ニブロソア 1'1'1合ι
斗10YR3/2J出1111，¥:多入i'll'i'1有りしま 1)ヤベJfj¥jし、

5 10YR2ハ j色rJlブロソケ(大IìJ~入予i!)1'{i l ) しまりややりい

。10YRS/XJ世III-iロソア (kl'地111校lf， i，I:1ニ混入しまりやや草< j"'itやや lil)

SI.I77PIT2 1 IOYR2/2 色 J止IIIJ;¥ 渋化物多~!干しま I) !iオぃ h1í 'l'lあ 1)

2 10YIと5/8 色 Jltlll ブロソデによる尽しまり煩い貯tít物少し子Jむねl'llì~i"

3 J(IYR3/3 IIJIM色地rJli)・JU!l11ブロック(;ト!多炭化物(1¥') 焼土・焼ブロ j '7多針合まれる lI'illi引いしまりやや5rt¥い

4 1(IYR.1/3 11日!日色 31\'1 より J l!! 1117 ロノクがせ、さく蕊ぱ{土淡くまれている炭化物(小)は少し悦上はやや多くまれる h~íはあまり推しし

まり強い

5 1()YR3/2 !.l¥mf!.. JILrlli才少しdt入 hiilty.dlくしまれ千平い

。IOYR4/6J血111ブ口 )-';1 i!!I~ 大)多剖;ほとフロソタ[土小さくなる l、 m:炭化物少し!先仁多く合まれる枯 1'1:やゃあり しまりへ竹.J ~mい

7 10YR3/2 色 j生 1]17'\ゴプク 111') 化物・ l枕 I~ ブ!ゴプクそれぞれ同i 仁志IJ{~で多にd~人しているしまり揺れ. ，)古'l'IVャlil)

日IOYR4/11火bYt白色 j生111b~ ， J出111ブロソア ('1、)多 i止に!1t人 iたiヒ1相少したまれる I}itl:)fliく しま 11ヤや独仏、

SI477PI'1'1I 1 I(lYR3/1 ;I，lif，) J i!!l lll'~. 化物(依小 j 各 ll( しまりはH\)~ ¥ンルト

2 J()YR3/2 ;tq日 J!lUlll，7.'炭化物(小)さ iフに多い 1世1'171ゴソ i (ql-"-)() ú-I~ う1' 11リにi1t.入しまりヤャ(f l) 1"1 りあま 1)なし

.3 IOYRS/6 iitnJ Jili!!17口ノク 1'1、一:ミ)の1，:';ベコャh'i1) -ti 1) しまり白、

-1 10YIと斗/-1色 j出 111 1\'[多 L 、 i出 111 ブC].)ケ (ql~ )、)冬いしまりややmJI.、 i};l)，l民し

5 I(lYR4/2 1心Ytturilfヒ対より (;'!;!，j-(二院'1'Lてin人しま 1)百円、'1"!!jl)ほとんと右 L

SI，I77PIT5 1 10YRlハンルト Jfulll j.~多く台むしまりぃ

2 IOYR4/ú 色と 1 ，・ 1似 117 口 F デ 1;た I.J直 Ill'i':~ 多にたむしまり y~仏、

3 J()YR1j3主 .J生 1l17 tJソク(小~大}ー JI!!I'I j'，'[iþ く言むしまりややfJ~Jい

斗10Y10/ユ出色 j止111ブtJ./ケ少 L Jfulllbi，itく詰白ややまりふりャャ'Ni'l'l:ch(1 

日1，177f'IT6 1 IOYR1/1 かdl.入 Jlklllブ口!" ' J也Illi古多!止命まれる 1)'1ヒ!Joh，[少しィJl.入 NilJほとんとな 1_ 1)ヤベバHJ¥.l

1-1 10YR17/1 I山lli:rわずかはt人1'11;/)(王しんドな! 仁主りやヘJ百円、

1 I()YIと1/】地1111，7.・ j也111ブu ソク(小-'1')多引にまれる民化物別の'1
'
~ド郊に少し {J\: 人 1"1 1 ) 少し ι町り しま 11 、

3 IOYR5/1J J生11171ゴソク併しま 1)ヤミ、

4 10YR5/.1地111校 地1117ロプク(大)ち"，にまれる炭化物制的令休;こわ人 N;'J少しありしまりやャい

5 IOYR7/4地11171ゴノケ/<:') I_ま:)n9!1.¥'Wiりとり li'I"， 1まいj生11116]OYR 3/15グ)J生1117ロノケ (rll) ヤャ手〈将令iドにある h1i:)0し

りしま 11

7 I(1YR3/2 31，:1とfiilljしたJ主1I1フコノケ (ljlへj、)が多く人 hli'l主 (i1i し主 1)ヤヘユおい、

日1-177I'IT7 1 111YIと:，IJHI'f出ンルト)li11117口ソケ i小 rt1多 iノ11ヒ物苓 Lま1)

2 1()YR5/-1れや京[立 ::"'-Jlノト Ji!llllブロノケ{六地1111ケ多 L 11ヤヤい

3 I(lYR1/2 シ1"1. J出1117'¥ゴノケ''1'J血1111，¥多いしま 1) 、

4 1 (lYR4/，1 1M J出1117'¥]ノク 1)、--，ト止 LまりベJペコ i[i)

PITI5 1(IYI0/.1 J世1117¥ゴノケ J壬1. 1) C m少し j生1117'¥Jノケ、多くはじ人{立上[手() 行仁川多 1，ト;;(1ヒ初予しる，_ま 1)'1'

マム 守、ιJ寸々 J

SKI'IO日

2 11内 R2/2 色シ cト

JγR2/1 ルトヘ

日i、lり 17 1 IIIYIじjJJむ1111)'，]， _ ，iと人 :)-":'γ な 1，

づ II)YR1jJIU1111ノノケち千()， 'i- 1. IJJ 1)ヘ日L、 '1/I 

，1 1(IYR，'/1 J託さらに多く Jili-;'u Iグ{í~ (J. ;JJ ~ ~なろめは少な〈なる， 1-ま1)ljl ，)/ I_. 作l)j'J;I_ljl，

4 1('γR-1/(， J泣III{占ゴノク仁三 1) 1<1' (jl) 

SK-1711B 1 I (J YIC/1 ぬ 1111，'1予ドソ[)ノケ打、人乙 1 カ、に人~.) ...-ま 1) ヤ 'l1!iりあま 1)な仁

2 II'YR4/.1 j虫1111，1;，1'.1，づ ヤペ 仁 { 土 iiヘJペ

SKり 110YR212 1主111ワ"ノ :!'t1 じnJノ、会 I_ り I_.~ IJ ft1 

2 II)Y1L'/I I!¥IIIブリノ夕日 ().I ().日cmY- d~ 人 Lξ1) ぺ

図 4露出i盤情 (40)

日k4X， 1 11九1<1/3 1， t~ ， Jilillll:i，i'l':，::千九

日K4SX 3 IOYR3/2 ;.I\ì誌色しまる i也 IJI大粒多む TJJ.:小少むI.iU~ 'i '1宣 rj1lit t:-'ì む

SK621 

SK613ACD 

SK613s 

SK619s 

SK61りA

斗10YR2/3 '.í.\i'出色ょくしまる j也 ill'J、ブロジク多 h\ 合む tJ~1 !]粒'i':仕合む"-7¥仁1:
'
1'粒rllJi(おむ

5 10YR2/2 W!'d色ょくしまる j也ILi7ミおうr.hl:('iむ【1'1'.)'1
'
:;:: f，~む

6 IOYR2/2 r!H誌色しまる i也1117二枚少ぷ会む IVc防

7 10YR-!/4 tèl 0.十ベJ しまる地~!!lI ll'N:多むIiUI ' I'.，少守

H 5とIHJじ

7 1I1YRJ/2 rHt日色しまる i也!!1r!1牧苓if[合慌たが'/11;、合'itJ'

日10YR2/3i!.¥j詰(立しまる i血111大粒少長会む IK'J、粒少11ト合も小少言む

。 IOYR2j3色ょくしまる地ILJl三位多む渋Ljl+~少む焼一iソl 、 1'.)1立中対 r:l む

日IOYR2/2 ，9~m包しまる j出 11 1'1"1';7.少;止命む

日IOYR3/2P.¥I，l(立ょくしまるも'ittザあ 1) 地111'1'校多Jd:f'iiむ炭'1'1宣少l止命む

9 IOYR2/1虫色しまる Jili111'J、粒 I11JH-合む災'1'校r!lJ仕合む

10 IOYR4/6 t白色古たくしまるj'，ll日あ 1) J車山中性多 合む払~íf:ぷ

11 IOYR2/1 1)たくしまる Jilirll'i'校1:11~~-;合む

12 IOYR3!4 JI奇侶色ょくしまる j色山小位多記含む

13 IOYR4j4 m色ょくしまる地山火位'1コ{試合む

14 100YR2j3色L'lる地ILi'J、校中合む役大1li少含む

15 IOYR2/1 色ややしまる JIl!III'I
'
i主r!:;:lft含む決'1'トJ少舎も

16 7とliiJじ

17 IOYR2/2 尚色ょくしまる町じ 1日

18 12と|百lじ

19 13と!日jじ

20 IOYR4/-1 t白色ややしまる j血!111~'h!: q": .:lC :--.; tr t7t lll'j:-.~~少む

21 4と|白jじ

22 IOYR2/1 !.I，'色ょくしまる地山中位少 ì:J~小少む

23 10)'10/4 J1s'itl包 γvしまる地山大佐多)}、qlt~.少む

24 10と戸JI~ 

25 10 ~ liiJ L 

26 IOYR2/2 ;1，¥lll包ょくしまる j也111')こ悦少む

第 91[羽検出i針高 (44)

SI(IOI 1 slf'1と羽i似 IVb府111~~ 

日K105

2 JOYR2ハ色ンルト的:

3 10YIU/-! 11計百包:_-ILト

4 IOYR .1/2 巴 fi，.ン)~ト ベコマ耐t! J!!tlll-b'~ì'ftl. 人

5 10Y召7./3出色ンル| ヤヤ硲 J血L1lb7.J也111ブロソク ikdヒ杓浪人

。IIlYR2/3;[¥1白色ンルト γャ閥抗 Jl!!rJlb". 犯人以ドよ，1 の色l吋

7 10Y択JjJ ilifH~;~ ~ !!>ト軟この担:'，i[1'b I¥'HII"i 

日IOYR4/4 i日色ンルトャや問 1¥'T<iiell当

1 IOYR3/】色/ル 1- ';'ャ』型地L11ブ日ノク IYil日材、に炭化物 λ

2 IOYRJβ 月白色〆 JI.I ヤベ-'{i~ 地rJ l校、

3 IOYR4/.1に日8ンル 1- VγJ虫Illil'il'， J!!!IIII'，¥混人

-1 IOYR2/2 日色ンルトやヤ土地IIIf!:~ iJt人

5 IOYR2!3巴色ンル i ャやfi!E

。JOYR-1j6 t詰色ンルト li!!ILI'h' I .1~

日i、l'Hh5(A)・(lJ) 1 IOYR3j4 JI行犯 81，¥1'.--ンルト 1ヘ bmm(j Jj也 I:I:J-!，~歩、抗力、まれる 1 --2nmlの本ご〈少;止戸「まれるザペJ軟

2 IOYR.j/(，一ノ ルト ImmU ドグ)J色I:I+I，T.からなるれパ1、ブ口ノク nfrfK)色カfごく合干まれるやや絞れ

3 10YRJ/】色i占1:-ン，.ト[主 1 ~ :.!mmのi出わずかに含主れる軟

4 I()YIU/4 11;;ti.'8i，l1 1、/ルト 1- (/)J生 111 1'i，~ごく少 i主 1~ -:COmmのj自rJli立少 '1トカまれる任 1 ぴ)オごくわすzカ

まil石材、

日i、213・21，1

多くま

SK.j.lu 



G @ヨト部 ---1∞図土層註記) 19 IOYR5/6流出色上 1"三る JJI!l11たね早川口?ι!日小む匂

20 IOYI日/.J11;'1'氾色ょくし Jlhlll<l'i.ケ む lihll!'1、7ロソクた

2J IOYI<.J/u 色かたくし三よ】

SK512 

5 I()YR.1/3 lIi¥'lflむj'，';j:-シ nト i王1---5mmのj也11，1:役少-_q，J :!::;'，.;ま秋

1 10YR.1/3ンルトャわらかい地ふ渋

IOYRS/-1にぷ川賞!昌弘~ンル! ヤγかたい j出

IOYR.J/4 色約一ンルトヤャかたい j生十段

I IOYRI/.J l¥l包 i市、シルトやわらかい j忠一ト

ラ IOYRi1/(lllll'l<'i立，)'Pi-l かたい J[[e+'h'と

。IOYR3/JlI(fi日むン 11トヘコヤやわ九かい j車+1日

7 IOYR.1/4 品ンルトやややわんかい i血十

第 96図検出遺構 (49)

SKJ(拍 1 [OYR.J/.1 Iこぶい渋{目立Lンルト γ山眠時 1.池山花氏!と約へ 1¥'/'/1111司、

2 IOYRJj3陥j日色ンルト γやか/，史 1:J自IIIP: 1，7 ケ1lf.\líl~人ヘ

J IOYRJ/J 1夜間色ンルトャャ1，型地tl!!，，~I:ín;、ちに1-1 ぅ

1 2 l~îJ百似1: fLlL li(l'[色村!を i';む地1111:，と約 1:1心人

予.Jlc'iJ:.i7CU1J也117nゾケ古川 iJ、;二人よ}

。z与!tli!!Jbj_ji、{じi7;(1己入

。hJ自IIIP: iìUヒ杓 al~ 人

7 IOYR3/.Jお色乙 iLr ヤベペ宅地1111，;IKfじ杓UL入

時 )1';'1!iiIJ1，'111 ワロソケ :IJ、むからな之J

リIOYR5/X 日色村シ 'cト

SK 102 1 7.5YRJ/5 11庁出色[".'j}j 1) . I~ まり ql (!， 5山口氏ち IJ，なりυ: J血tlliIL，ll;ljl"〆( J~ レ'" にふい抗出 1111Y E 時(，)附)あ 11 ，;む

杓 zヲむ

210可R5/u品約(己!-.'!}i iJ . 1...-士i)IJ¥j ~ ljl l' 少 1Iり什 jミ

) I(lYR2/2 色 1'.'j'，'i 11 . '"まり j~ 1 -ゴ附 Jmllllゴームド~ .3?()日勾よJtlit!JロームJ屯{千引)mJil) :_;()O() ".1 f¥¥iにお似し

1 j(IYR2/2 品 "11渋ぬ 10Y l¥ (i (i iIt什 1'，h!i i)・ し ま 千 I1川間以!のんた l' こむ(己 1.' に111Ii"Utl色 i

ラ IOYRC>/1、I!Jli，'il日色)l'仏 iJ. 主1，ι :i'lilpilill:二千日 いものrト!}tl( 恥 じ の ? ヲ ) が 、 に，i、かる辺約

C， 1(IYR2/2 日(立 1:'j}i!iIj5) _111 まり手 i肌 IJ生1111:1 ム、

5 J'I'I，子i:fj:j'.liriへのJ'I'.I 川辺杓) バ史

ら J'{I予告 i 付、 111'1、!日立~ .! 

SKI-12 1 10YIと3/3!I;ct?:)色シルト 1¥' b伊111'，1、焼;，¥!fヒ杓iJt.へ

2 I(lYR2/1〆'"トヤヘJ(II!I 地1LIJ，I;I ， J也人

.12'¥Yil'.+J山111:1.

4.1'¥'，1上IJJisIIIj:¥:rJJiJlノ、少

5 IOYR6/X 11，月沿色村， 1ヘンルト主治、つ

らIIIYIと 11日包〆ル 1J生11，いとのiJUJI;

2210YIU/2 色よ<L ゐ JII!III ち.'1'六ιiiH、手・

IOYRJ/4 日色上九 L三るJ!lll! 11 ! 1 1 L~I: ! ! J l! i: ;'ト七小む

24 IOYR2/3日立L上、してる Jlv，IIIJ，抗争、 ι

25 IOYR3/4 Il計約色上〈しエミム j生llJI!Jγ口ノツ手11'λ む

26 IOYI<.1/3 !l許認(土地jljljr"{'，:::t.、

第 93凶検出遺構 (46)

SK411 12 IOYR2/2 !Ilj白色ヤヘJしまる j出11I小松少

1.1 IOYRJ/J日目的巳ょくしまと， J也111'1、 少む;.'，:'1、ぅむ

1. IOYR2/3ょくしまる j出111小f百年目 ι!日小 ι

15 10可RJ/3nfft目立L上くしまる Jmlll'l'校卒i止命む手、む

16 10可RJj3目白何色上くしまる J:l!111大佐【l'~I ， 1: (;;も

17 IOYR2/3日仏よく仁主る}出!1p!1トむ

IX 2.5Y3/J n在サリ ブムj色ょくしまる j出1I小

SK412日 i人JSN 5YR6バi景色かたくしまろ

SK~12C 1 5YR6;H色かたくしまる地ILJ:UiU:fと

:2 2.5¥'-3/3 l1{j--，lリ フilj8ヤやしまる j出IlvJ、料苓 111.台も

J IOYR3/2 日[むよくしまる j出I11! ! 1 +.'!~多 jJ~q! ドy 少 ι

~ IOYR2/2 白色ヤヤしまふ j虫111)、ト.('1':止む

SK412ABD 1 IOYRJ/2 出色ょくしまる Imlllノトむ決小b'I:~'1止命む

2 IOYR2/3 '，1'， 1品ょくしまるJlIJ.! I J! llt~: 1::'-U:(IIむ渋小校少む IILI:'I、宇台む

3 IOYR3/】悩iE)(立し土石 Jm!llrjl'bi.月二'1'f!.少

1 IOYR2/2 !IAill色ヤヤしまる j山Ijl!1'h'，:lj1[}{¥ι。

5 1(IYR2j.1之 γやしまる i虫 111'ト ι 。;ノj 、 l~:!t'、 たむ

ら 10YR3/2;，un，)色ょくしまる j虫111'ト台心 Ukr!J l~: Lj:! t!~~ siむ

7 IOYR4/6 色 Jくしまる i血111)，1":多むiJ!rl'校!1-1-11( ;~ìι 

日10YR.1/】 Aun.)色ヤャしま之， 1血111'1'校名ち

サ2.5YJ/JJ1iド!リーブ色ょくしまる j出111'1"]:':;;:，:古む j花小マむ

IOIIlYIUj3目立1M色よえ しまる i也 111小 b'~j!1 J;!合らiJt小U，.rll-:I:::~ì む

11 10)'託312 ~I.~ ì品色ょくしまる j主 !llilJ"Uc::レ ;J~ 111 -j!!~ r 11 ~d: (iiむ

1211とlitJ仁

14 10YR.1/J J1i:Hi¥色上くし主る 1也111小ト，-む， ;.jt，トトむ

15 IOYR4/-1続出マやしまる i色III'I'I)各社む

lり IOYR5/6 ;，n目立Lょくしまる地111小ァク

17 IOYR4/6 1'¥色ょくしまる j也11大台

18 IOYR5/6前!日色かたくしまる I血111'1'7ロソク

iサ IOYR4μ 悩色しまる JIl!tJI'I'I'.~ 多了むiJtqt 'j:.!:!j J ;J~: 斤台

7 IOYR2/1 色 j生人

日 IOYRMIIリ〆 )lcト

サ 1'，J:I，iこJlliIIIJ:が多い Jlli:llllr'，I'dl0_"Ii.iI~ '1'11，けと I1-;';，lfiIIJ，I<;;iか"問状仁11i:i，';

1') IIIYR6/X 11111，'[(日色 IUI.IIIIII来的

11 IOYR(，j(， I~JiI'U!l 色 JI!!IIIIII 長の1);，1

121火!?J色治l'J史

SK252 1 7.5YR3/2 日色ょくしまる I生111'I'li小山内む ι

2111可R2/1虫色よく Lまる li!!III'1、民生む

1 IOYR2/2 ，'.1.¥1品色上ヘしまる il!!lll'i'I:'多むむ 'h1i

4 7 ， 5YR 2/3初日l{í-!{--J色ヤヤしまゐ j生Jl I'i'j'.，.少大小(j1:['1 な""， 1' んも'/~:} 

5 7.5YR2(2 !.f，l;ih](とやヤ Lまゐ Jilill， ql f:>!:lll ~f(: ('i U' ;ヤ日'1':，::(';乙

ら7.5YR2ハ【l.'i!Jヤヤしま ζj出111'1'1'，'少 ι ト

7 75YR'/守 !Jn日色 .1:(I_土石Jt!!II.'トフt:1ソデ'"ノケ

o iと16Jじ

SKI2 1 IOYR2/1 !日i!Jン )cトヤ千秋 i出111i'.'i:!二地L1lb':7iぴつロソクたdt入

2 1()YR2パ 111 色シルトヤベ~，料、池山h'd.J出IIJj'，¥:7Hドブロソク大 11持よ 1I各社にdt入

3 IOYRI.7/1 色シル i ヤヤ秋地1111出土地111ブロノク大 iJl:入

17.5YIと5川町lîi色ンルトヤ平軟 Jlklll'Nd:J也1117ロゾケ大 dL人

ヲ IliYRI7ハ fn色ンルトペコペコ的地l[j'!'t1j←1: J直山 N:i~~ 入

。1(1'1'旦J.7ハ _1_H色ン ICトャヤflIE混入物なし

7 IOYR2/1ン }Cトャャfi'1iJlliJlII，'i上 JI!!IIIP及びフロアク大0-[;人

目!OYR2/l ;.I¥i!Jンルトやや!起 Jllil1I'IVi1: J血山打川n入 第 98図検出i針高 (51) 

SK(l14 1 IOYR2/.1 J1{i!t)色土 1問IIJI!iえの地!!I-[-.{<~ (.f: :imm rii[ (そのを'1':，: :Om" j'，'のI'.j."を '}'lj:::'iιji[:li:び)J主!!I[)JU f) '1::!:::;干まれる

2 IOYR4/.1 If¥包--11抗日任三一 10m"伐のj臨1111'.1:' プ 11 ソク多 ~[1: f t ~ -日m:n の本民犯をJjJ:[:::'iιpi/;て日!く尚;ま yている

J IOYR-I/) 1M!色-1五j?.)色 l' 1:lIm ぴ)イ、およびjω1 こく少まれふ|がめ之内く

リ 1(IYRJ.7/1-，，1，¥(立シルトヤヤ同人1却な L

111 IIJYR2/J '.l\ IM 色ンルトヤヤ何 Jllilllhtl~ JIl! ILb~ijU:.:JI:に dtι ゃ

11 IOYR2/1 色ンルトヘベ)1)1，人 i由111日;1 地UII:Wt人

悦 ].'tiU!1:j~ (riまれる'i'央日;て聞く12 IOYI<4/の約l0.1"h上」シル! ャャ(eg

1.1 IUYRJ.7ハ色〆ルトやや材、

SK51-1 1 IOYRJ.7/1色シルト j与本11中111か材、Ji!!III:LPをわず治、;ニ :'iJ，jが

2 IIIYR3/2 日0.ll~i ，' ! 紛j五円j也1111'.校をljlJjl.)丘一1.1止を少 fi!E'ff

.l l(内訳 3/ι~ [!iHtJ 10.ンルト怜 i火山を ljl'/j:~ ;'1' tj I火!日色 '!'llj:!)Jll をも q'~ r 'tら

-1 IIIYR2ハ色シルト i血1111-.似合少ち秋

5 IIJYR2ハ}~トおよび j生 111:1:1'.\ を少 f，官官i

(， IOYR2/2 主ンルト JiEll1LJ.I:をI/I.'ji:~tì む牧れ

7 IIJYR4/6 lo.¥[主的 1:JIl! 1，1' u'i!く 1-ζ

ゐー サ

J: ，~--， 

5 t! .. )f!:. ---1Nil.}fi:.-I"， (王(対lunしな HU.iJrl};1".(/)1斗Jli:f，'i'，;，j秋

。!ltH日色 l' --lII叩，ゲコ~<)仰のj色 II1 L h:!:lj 1 ~l:: iγ主れる秋

7 色一I l"，m院内政1111:1:，.少、 5問 lび、る紋

x 色:1'.ど UI-1、 i主lmm ぴJJ!I!!l1 ごくうまれろ i件、伎でiJ¥li[i泣くのUではこ UJパにi?l'かれといる

リnfii日色 l' "へ l0mmlI[j('，ーの j七めのノド;，:~n か少る牧民 !一点I:U主111 ')足元む

111 II ，Ili.)l立 -1日位!~ lmm Ijli交ぴ，Jllill[U'ii主:3mn 民ぴ)，1，;そいそも、も秋口

11 [1) E:3 世切な Jllillr-fn'/ ケ
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り IOYlし/6iU(!2. 1主1111:7U ソク

日K55~ 1 II!YRJ/J 11iYiU色ょくし):出111i! I {' ，~r: 111 J止庁、二;;~q! {，~~ lレ

IOYIW-I 1，¥0. Lまる i也 U:![i!わI'I，I:;:;;L'

1 (，YlU/2 日色ャャしまる Illilll'ト!}:i!l!j;:(iiij 小P:'i'I，[ケ心

-1 I(，YI叫ん j品在Lよ〈しまる Jllil，'i'フ i:i-' 7ちむ

5 I()YRJ/-I 色ヤヤ LJ Jlhlll}.:I:c.多ケむ

i， IOYR5/6 ょくしま勺 i山|ドトワロソケ手 i"台ι 、少

7 IOYR3/4 11TH，)在~ "Vや仁まる 11'11'1あり j出111小 ι

日7，5YR2/1 ;1'，(立ょくしまる Jililll'l'P少;たけ干ら

リ7.5Y1U/ユ!日!日(丘地ヶι 大t，¥:'i':止，'，む

2 IOYRè/2 目的立L 寸法)~ト !，m，J'J， I:'/)地111 こ/少均台

10γ1{1/3色村I1 ンルト討作':FJ，IJ;.J!}也111 少、れ

日札19.1 1 IOYIU/2 色 、くし ;:1J生111'トずら

?，'j94図絵出i翠撚 (47)

5K，I:17・lJR・，ICJ-I 1 2.5Y.I/，1 '1…ブi持[主ペ'-之、 i也IlrrjlP: 白人

2 IOYR2/2 まる Jllilll'J、

3 IOYR2/2 立しまる

ム110YR.I/，1 !}¥色ょくし fる地111:持itJ(i

5 IOYR.1/2 日立 tくLま心 Jlglll'トブuノク少

。IOYRJ/J 色上く'-ゐ J¥lu!1

7 IOYI<2β 出IIp!J h:(ql 1j1: ;~ì ケ万二小 !):rjl 'jトケら

行 IOYR2/J 色がやし fる j虫lllf:L'!_I!)[t::;¥υ 

り IOYR4/4 立かたく L士心地J11'1、トハi少 む

2 IIIYR!/2 日(立ぅ，， ト ι

IOYIと にく Lまろ j出 ι れ少日

4 IOYR~/I '川芯色 、<1_ Jilelll，j、トト

lonγjJ け j~ i .~~ .flu.11 1l!1 j'，'I:rjl :j:. ('iι 片トじ

h かどく I~ :~る J:gllll

日K466 1 2.5Y，I/-1 '1 '1 上!~.;るトト2γ

2 【討 1..- t 7， 

.1 可-1/らソリ

ミ2，5)".1/4 リ

。1ピj.i]'〆

10 IOYR2/1 "日立Lよ< I~ る Jiglll ， 1 、1):ljl 引かも 7 己 1 ~勺

X :2 SY-Ij(.寸リーソ λ.Ji七人 ;:.-':J 小ソ υ/ケ 判11 IOYR2/ヴ主ヘし?心 J!!UIII!1 f:~ rJ I .;1:: ;'i j二 j日小

12 10YR.1!3品位よ l' 心 Jlglll大 !llilll小づ口ノクIjlJjl汗 t/

13 IOYR2/2 'れはむし f心 jむら

14 IOYR5/6 なかに<L 住(ブ[ゴソケ)

15 IOYR2ρ.If[_白色上くしまろ J!g!ll)よね'i'社;た少

Ih :2.5Y3/J ど0_血111'1、多小牧

17 IOYR.1/2 '1[1品{己主く Lまん j也IJII!J{"¥(:t:Ji:;'itj n、'i"た1)1:1:: ;~ì ら

!日 IOYIU/4lI;ft日<1_ 1i!!111'ト 多 iたqJ ，'ey:!~(t! む

言言羽凶機建4高

SK27.1 1 IIJYR2/2 

SK27-1 

SKIi1 

.1 7.5YR2/2 色乙 JGトマベJfjlgJ生Lllt'i土地1111:'.泌人

4 IOYR-I/4 IcJ色シルトヤャ五百 l血1III¥'i1: llhlllをと寸るJ'll:/Jj足へ

57.5可 10/2 色じル| やや千人 j住1III'i1'. 色 1'.とj出LlWl品人

。IOYR4/4iiJ色/-I~ トヤヤ秋 i血 1111 ，'d.J出 111 :1を↑と 1 る t1.nめか入

7 7.5YR.1/2 色乙 1，'ベペJ秋 j自1111'iL:J血1111: o;~ヤ少、

SKP(-i I 7.SYR2パ In包シ"トャヘJ耐:

2 7.5'{R2/l ，1.I.;l0.'h'I"L --:..-JL- 1， 秋 j世IIIUH-. UI;につ口 fクi尺のちのた浪人

} IOYR2/1色 e"1， 1ヤベJ軟地ilJ 1:)1; ~ ! 

4 IOYR3J..J Ilf'Tm色'i'r'~I'. -シ}~トヤヤ ii叱 lill.l' J'ikl' Jill.lJlb¥とV)i1t' ~ 1'. 

5 IOYR4/6 tむ色h'i~I~ -ンルトベペコ!民 J I!! III ヴ[1ソク iJ~ 人

。IOYRI.7パ山色シルトャャ料、 j血1II'hliI~ ;llilll U'.iE入

77.5YR，パ 1ft色ンルトャャ初、 JiliJl!'h!i_!:7.. f¥"'tト品目似

自 !OYRI.7/1色シルトヤヤ料、 Jllillll，'， 1'， 61'，"JliiJJ，!， 

り 10'1'10/41府!日色ンルト vヤ;!iI:Jllilllも -1 司fjj，

10 I(内訳1.7/1己ンル! ャャ、 6i1"i1立J!長

11 IOYR3/斗 n!'fm f.:2. lI1î:[-_-- シルトャャ日~ Jl!llll '1'，';:1: -1 1(;1 JTf!jj. 

12 IOYR.J/l>社J色i出! ンル~ヤヤ陀 J生111'l¥'i-l-.llf何より地1111'.多く dI入

J3 10YR1.7ハ包1山1>シルトやや問 j出111'1'，'】 L2 ~ il'iIU， 

14 IOYR4/1> llW'.rl;'1' -シ )vi' ヘJ ヤ fil~ Hr， ~J 過ぎヲ

15 IOYR I.7ハ在òl\'iJ二~- ~ )1ノトヤザi翌日iJ.出[¥'J.;i: Fお

日kOり

2 IOYIC/ 1 色シルトヤベJ秋 JI!!LII!，'i:I'.出 ![Ir~ql ~大 dt入

3 IOYR2/.1 }~トヤヤ人地 ILJI古上地Ll IP:iJt 人

1 7 .5 YR2/2 白色ン，~、 叩ベコ政 j出111'h'i:l' ブU ソケ:11、j也111校六 dt入

5 IOYR.J/斗間色I'，'i1:-シル〉ヘコヘコi匂 JI!l111村i:I'.ブロゾケ 11;J生111抗争.'1'_混入

。IOYR'/4Ilt'ii日包シル iャヤ!日I

7 10YR.I/，1 tl~) 色シルトヤャ縦 J\!!LI!'h'j 上初、

37.5YR2/1色シルトヤベJrí~l 

<) 7.5YRI.7パ虫色シルトヤャ限

10 IIIYR I.7パ色ンルトヤャ I，'~ Jllil]J↓入

117 .5Y立 ~/2 目立òhU'.- シ 'c 1 やや碕 j虫1111¥'i1'. i 1，;.i::ffi[U. 

12 IOYIと1.7/1包シルトャ日- 卜部(よれ併ド~尉持層

SKP2h 1 7.5Y1と1711 色シルト軟 JllilllJ'.'i:1'IlliLlIこえ少人

2 IOYRI.7/1色シルトヤヤ秋 j也111'1'，'i.l:

IOYR2/1色ンルトヤヘづ世 Jllilll!.'il ブIJ ソク大 tn入

日KPりリ 1 7.5YR2/1色シ 'c1 炭化杓I立 人

2 7，5YR2/2 日e ン"1' j也たにiÍ~人

IOY引 7/1 色ンルト

SkP-Jり 1 IOYR2/2 )!li}，l[土日【:'['[，ち 1) J{hlljqq: ，~~lj;_:!:~t':ìt/ 

2 2.5'{J/J fJ{i1白色ょくしま; Jililll'J、フロソケロソケ Ijl_:I:::!Iむ

.1 IOYR5/6 iTit白色ょくしまる j山III'UIL伝

SKPり7 1 7 .5 YIとν1 色シルトャヤキí:'[![ 地 Jllr~:íH，人

Ib 7，5YR2/2 '目的色ンルト Jllillll.i.iJt人

210YIO/2 り色ンルト Jl!III'.¥i弘人

) 7.SYR-l/J I~j 色 i判分、しまり?虫

SKPI07 1 10YRJ/J 1訂出色シル 1 岡崎二地泌人

:2 IOi:RJ!.l H~'H?M~ ヘコベコ 1長上シルトややも'icl: J生111:1'校m.人

.1 IOYR.1/斗的出色ヤヘ寸【シルトややI'.'i'~I 伐化物時 1'1むH: 入

SKPI23 1 IIIYR3/3 ili'fì白色~ J~ トベぺj街地 11 iI .l~ ;たit物人

第 100関検出i飴詩 (53)

SKI.19 1 7，5YRJ/2 )I，q，leシルトャヘJ{i!JiJ生!!l 'b~~(n 入

2 10YR.1/.1 lI;'yln色ンルトャヤ問地1!1"f.!:i1t入

J IOYIO/3 lIi'iI日包ンルトヤヤJi1g地11111';:1'.J出L!Il~:ilt人

斗 IIIYICj3照的色/"'J [_， トャベ-'(i~

IOYIU/J UfHb)色ンルトやや I込山で杯、らかい

(， Jfullljl:l] lJ寸

7 IOYR2/1色村ンル 1- ~"ヘ日 ";'1111'.1ミ

Hνヘノノほしが iγb/';'1と年えんれる

J
W
5
 

3
 

nい}
 

《

SKPX5h 1 10YR.1/3 J世1111.¥多:1' とこっところにj血111I古7IJゾケ材、:二人る{立1:少L 日ift:1切，f， ()， 1 -(J、3cmしま 1)~jl Ni 1)ろし

2 IOYIU/J Jt!lllli:'予お1).:ll.~ 11'."1多い !idヒ'1哩 γ大3く右るしま Jrj-l--リ'f}jIJなL

.1 IIJYR.1/.1 1円台?と 1，;)仁 h う司有し しまり ql1(:j 1) 

日KPII.12 1 IIJYR.1/2 白色1'.I¥'i1りYR7/らで 1m"!"UJローム伐を円かに料、

2 IOYR-I/4 J)¥'i IOYR7/uて lmmf甲山口 ムをかに白む {iy'fti軟

.1 10'1'1，，1/4 J:)I亦;日む凡人物 !}iJCr捕まりなし

日KI'II.1I 1 10'1'1<-1/3白色!:1M IOYIと7/uで筏 lmm伐の口ームをかにたむ付託初、

2 10'1'10/2山間 IOYIと7/らで 1:"" の口…ム伐を IY'かに"ゆリ、

.1 IOYI日/2 IOYRi/らで bmi甲山口ーム臼をi主か{二次ι(j'J;fl秋'e[

SKPI2h 1 IOYR .1/2 尚[立 γ ，~トャベ

2 IOYR.1/J il{ilf¥色/'c I同 地1111.i.i犯人

J IOYIU/J I1計約(立ンルトャマI;，ji11f'i1'ilJ1でi山IIP.ヤムく iE人

SKuliJ 1 IOYR2/2 色 Jcト 1 誌のj生へ:1mmぴ iモ1- のごく少まれる料、

IIIYI0/4 丹包/ル!ベド:上保]-田川Jililll-j-_J'.I.fJ;--_ ql'h1:(;iまれるヘJヤ(I'E'f1

3 IOYR.1/3旦/ルト上保 (/)J:~!! I まる秋'i't

SKI'H-IO 1 IIlYR2/3 斗〉ルトJif!去にね iiの}ilit! 1.[-. t.~~ i)i'd~ 1..:-匂まと--l(iil!m (;')地1111:1'，う j見レ!止が戸;主、n

2 IOYR-1/4出色~出向包ノルトー!也111:1:1ケとJ立1?':色 1.十Jが仁 I)(iった iーやベコ似

日;;1'933 1 1I内R3/.1日ルト 1 10叩iのHulj ヶ.J止少ljl: i)令状JlullU~ 'i 'I，切るたまれ之政状色 L "れるャ々が、訂

2 IIlYR4/( J ン ル ト Jllil[1iJJ立からなろ 1:;1:二Il[Yl?:)色、シルトカ汁 ヤヘ

I (J YI~4/4 色ンルト任己 lOmi:lのj生 .JJiiぅレ サ ま れ ろ dトペ

SI(1'9.14 1 IOYR2/.1 il日間ン I~ 1，立!と 1ーかjJ[.IJ、と :J:iった 1 山地111 合引か之力的出1[1[)史

となろにfli}何ゐ :ll苛 ぬ る

2 IOYR4/.1 ì?\ 色/ル i べゴ~III 1ず!日 を ))1" を与こ ;'iらヘ

SI、111111 1 IIIYI<2/ユよく):0ゐ iむ11'ト

2 IIIYJ{5/1! 弘治[立しよる J[I.lll-;リ/ケ

3 IIIYIU/2 日色 L まる J:D.lllrl11':'苓ち

-II(内'1<2/2 立 l_， H~III/J、ち '1': ， 11ι

SK 1 ()02 5 IIlY RJ/4 日! ~ ろ JlliJljljl付多 ι。ト合計六ι

(， IOYR4/-1 立しまる j主!lp!lr!:l:l!片付心

SI¥I'B.17 1 IIIYI<3/.1ルト 1打開山Jlullll'.i，!少;片付コー山本iだねごくかにケまれる

2 IOYIWX JlJIお!日色 J1!111[:JJ~γγii日

IIlYIU/2 色村ンル 1- 行 U)Jililll-!)¥l!.'}'.:jJ::，，'tれ心べJヘ秋

SJ(ド797 1111刊行/.1特色ンル出1I1 1日i山本nミニヘもら;かえまれるべ_}_;.，)中

IIIYI0/2 色J ルトイllL! 山地1111トケニ〈わ寸;うに (f 秋



ア(第 1∞"102ぺ05 106 ~ 
-' IOYR3jJ !!{TI}~J 色〆ルト 1 2mJII U)J生L1I.IJ:c. 1111111 ドケごく少まれるヤヤ秋

第 102121 様出遺構 (55)

日、122日・SK¥240'SK¥23 ¥ ¥0可R2パ色ンルトベJヤ秋 j止¥11j，'j-[-

2 ¥OYR2/2虫剤包ン IVトヤγ秋 Jl!!lllh'i1-. 

3 ¥OYR3/2 !1.\ì，l 色村il-_- シ!l-トャベ~11主i也!11'!'，!:Dtへ
.1 ¥OYR3/2 ンルトヤペJ問 i也111代少dr.人

5 IOYR5/4にぶ門的色村し! シル! ヤャfiif!

(> IOYR2!lとややfilJi !出1111"，'i:1

7 10YRJ/2 ;J!，!h)色村:上ヘシ"ト γベ寸世 Jtllllh'iI 

日 ¥OYR7/61リJo'ii日色

り¥OYR2/1見(S'{¥!j二 ン ル ト ャ ヤ 問 地1111[1;:1

\0 やや同地111大ブロソク(~~

¥1 ¥OYR2/1色シルトャヘ JaJi，1). i!dじゅ入

¥2 ¥OYR"I¥色 l成 1:υーた(凶切人

11 1-":¥1:1こJlll.1.17ロソク M人

¥4 ¥OYR2/1以色村ンルトヤ J生ケ)立 1.1戸 川じi守 P~ iJ t 人

SK670A' S-SK67¥ ¥ ¥OYR3!3 IIfH?l主活色 ¥OY且4/-17'口;;'.[リloYH，;色 IOYRh/67!1!7( ¥cmJ:l.I;)， n;:fヒ'17J(任 5mmJ"J.T) ち

2 ¥OYR6/6 IljJilii日色かたくしまる

SQ¥76ド白1:

3 ¥OYR3/2 泊三 Wj渋f?:J色 ¥OYR6/6γロ1"([.長rJmm)まばらに少む

ヰ \OYR J.7パ _~n む;J~化物 (i子 5nun-liíf 伐}伎か l二台む lザ色吋 i;r: Jmm 1:J， j'-)かに ι

5 I OYR2j2 ;~U討さ己 11月災 t~} 色 \OYR6/(>7' [jノケ( ft 5n叩 J~. ド)らかにむ

(， ¥OYR4/3にぶ1、弘治色柄

7 ¥OYR3/3 il奇|昌弘 Iリ色 ¥OY記6/6(任 5n叩て)ヤャち(

X ¥OYR2/2 :.l'，(立ブロソク状

l) ¥OYR3/3 11奇!日包 II)]!者向む γロノク(¥よ 11 やたきいもの)含む しtる

¥0 ¥OYR3/2 自主 γロノク :11:

¥¥ ¥ OYR.1/3 n:";iRl包IlIl1!d[l色 10可R6j67ロノ吋筏 lでα11)多くむ し

12 ¥IJYR6/6 I'JJWd日色 γ11，/ラ日色 i二¥0可R2/2'fij:ihに入 11

¥3 ¥OYR7/6 1り白色 γ ロノ~ 1J'たくしまる

14 ¥OYR2/1 黒色ヤャしまる

15 ¥OYR3/3 日包 lりH有悩 ¥OYR6/67'口fヤ(任 3cllIJ:J.I;)会む

16 ¥OYR2/2 !.IH呂 1.正二!こ (1川ボ15.)色 ¥OYR5/日r1'U ，汁i:î~ 5mm llII iを)ま(ま勺に子「乙、

17 ¥OYR3/ユフ悦 1:γロノフ(住 ¥cllIJ:J.T)ベベ.)3:'く rUJ1i¥'ll，)色 l'U)/{ (i:_ 2-Jmm二汽Jヤくた心 ifdじ4りやおむ Lまる

!日 ¥OYR2/.1問包と…主かに r?iむややしまる

19 IOYR6/(> 1リ]筑iM包 11前 日 色 る や I _ ま

20 ¥OYR2/1虫色 IYJ!!立!日色 ¥1内rR6/u7'Oノ)(任 YJcm)まらに-t、むややしまる

2¥ ¥OYR¥.7ハ山色十ヤしまる

¥ ¥OYR2/2 !.!.¥i日包ンルトヤヤ綬 1'1色村ロプグ iE人

2 ¥OYR3/1 史的包ンルトベコヤ純 j出Ill'j"，'i:上

.3 IOYR2/2 ~!Àì品ンルトやや !~j! 1也IllPiJU、

斗 3í~'IJII目、 JiliLLJ1.~ i1 t 入

SK¥44 ¥ ¥OYR3!2 ;.lWJ包ンルトぺJヤE更

SKP¥5¥ 

SKP¥50 

2 ¥OYR3/3 日色村シルトヤベ_;:i1JiJ立111約 L:Jji'乱

3やや軟 j血111も':1

4 Ih:ll)寸芸部;泊、

¥ ¥OYR2/3 /.IH品ンルトやや'1攻。:
2 ¥OYR4/】に、法m色村 ンル i γヤ保1

3 ¥OYR3/3 i奇包ンルトベJヤ陀 tだ

¥ ¥OYR2/3 ，'.\.\1品位ンルト T~g JUtIL! b!: iJ~}、

2 ¥OYR4/】にぶい白色シルトヤや、 jむ1111.ii1t人

.1 ¥OYR.1/4 1日間包ンルトやや;1'):J出1I1校出入

.[ ¥OYR2/2 ，IIA!日ン Jl>ト問 j出1I1I古i

5 ¥IIY¥0/2 !.I.¥ltl色ンルトャャ秋 Ji!llllit'il

6 ¥OYR2/2 何色シルトペベ';1昔、

7 IIIYR.I/4 1，]色シルトャャ材、 JI~ Ji 11，;i 1-J虫1I1村山人

日¥OYR.l/2，'I.¥lU色シルトャャ紋 i血Llih'il J出Ll JL~ín 人

第 105凶検出i盤機 (58)

SK40り ¥¥0'>記"2r2.I，i，¥jUC0. J虫 !!llllb:~jl!)i;.'{';Ú

"2 ! OYR3/3 !hH~.j 色ヤヤ L まる J\~ 1l 1 小牧各社 ι

:3 "2とれ!と

4 ¥OYR6/X 1リJ!.'illJ色よ〈しま心 j血111ブ[J')ケ

5 ¥OY記3/4IIfTltl色ャャ Lまる j由111小止命む

日K269 ¥ Jililll'J'，'i:l: l¥' b I計二i

2 J生 111 ブロゾクがト }j まで(}~人

3 色調が j. よりやや 11品 11\ 色系r1~人物iJ I ，;] L 

[ーとJJiI¥I:J，のii!，I::i!、

SKP69.[ ¥ ¥OYRJ/3 出色ンルト~以 1-_ llJrnlll (})J(;l! !LJJ'.~ j氾 少 引 が れ ろ や ぺ

2 ¥OYR4j4 1M 8-前向む'hli ~)~ 1 筏 [11~日()IllIl1の j出 IIItJm 、と 1I川トj 色 hトつつれしり"ハたl:ャャ

.1 ¥OYR3/4 lIi'iill色ンルト il2~ ~)日1 (!lJ世III:I-.Pこく少かたまれるやヤ'1品、官[

4 ¥OYR.I/3 Il ifl，\l~ンルト-~ iOmm ulJUlll U.I~ í タライ化 L て以 l'l~fヒヒLたわが 1 主!代的少[

ぴ)木位少;止がま

5 ¥OYIUj3 lIifii，l色ンルト二l: i主 ~mm I])J也ごく 'J/1flが(iiまれる校

(， ¥OYR.1/.1忽ンルへ山地 ¥11ロ i壬1~lm 山本ごく !y:j1 がれろ

SKP!尚昆 1 ¥OYR2/3めンルト U1J¥U!11 ニ〈全日 1C，聞のj也!! J . ~一 JI!1こにわかにケ E れるべJ ヤ村、

2 ¥OYR.1/2 Il，i対色砧ンルト{王¥山内j自111I:1:r'1;:，トのj也1111)氾ごくわす Jト 1 の I、レおかれる秋

3 ¥OYIミ2/}色ン Y川、 1 i})j也 II J.i:l，~少、まれ-':_，

.1 ¥OY記4/6 世11I1日ょやγ!札口

5 ¥OYR2/3シルト 1 ご仰のJI~1111ふう少 1，トまれろ γヘ

SKP7¥¥ ¥ ¥ OYR2/2 約色、11占的色:.-.)[.;!， 1 ，1orrIl山地1¥11日町ごく有主る

2 IOYI日/21I計約色村i.1ーへ Jルト 1 ゴ山内}生エくれすかにた主れY--，

.1 ¥OY記づ/ヲ色-Hirt?，)sf'{l;-I--ン)v1- f手日~百聞のJ1IuJ!1村世、 Ij1f!:-;-;まれる

4 ¥OYR.1/.1 11託約色-1五色シル ト f Jlmm のJi!lI!ll:f，!ごくオかにたまれる

SKh52A'13 ¥ ¥OYR3/3 日色村シルト 'dl勺:れパf、にJIUllil:ii'がd二仁る 1 10m:1 i少 1 邸内二くうL、'1

(lJJiU:1，~' J虫ニ〈わ寸工かにケどれ七ヤヤ紋

2 ¥OYR4/4 1出色村ンルト~~ 10聞のj虫1111-.I:r. 長日j山本fたい、工くシ、知山ょ〈少孟えま

ベ

10YR.1/3 liifぬ立ンル 1. i 正 1 内 Jlhll ， I-.1 ケー l~J. 'J/ ヘ rl I1 1:: f主 UJ1、て〈仏"トプ

4 ¥IIYR4/3 I記長H立-11;";1，)(立!}i:[-へシルト]()聞のJ1ll.IIU'j，¥‘ j史j.-- rjll;::tiTまれと秋

5 ¥OYR.1!3 IIi'H当色 村ン ル! 任 1 (!JJ!hllll-.P i王1ml!ll"J.ごくわ「かにた上れみ

。¥OYR4/3 1五 m 色 -1日立~'hli -1-_ i主]-川11G')H!!.!!I うJj1ij:-;-iTj::!Lろ粉、ど[

7 ¥OYR2jJ lii;'出色~出 ~i"i l: - ;0日山山崎 1111)吃'J; 1!1-:j1- 1---三郎I!の j;iたご:レ l止かまれるヤヘ'1翌日

日 \OYR4/6-\ .J夜間色 liï_l ・ 1生 1I11 治、んなるこれ「かに人 (J;与む~日刊j(/) こえわずかにれ

9 IOYIU/斗 \0 色~ t日色下iLト---:)Ommより!血 !j-!)lt5f.-~j:_ (こ小ヤャ秋

10 IOYR4/_1iO Iベ 出 色 む1'!1，_1 日 ¥0聞のJi!rlll¥)屯かなるI!iJjこJフ1かにiI川目色 かはL

11 IIIYR2/γ~ !L，ト¥~品目!引の 1121111 ".1):' J時!こえも、 1~コ lmm こくわず刀、:ニケまれるヘJ

れ

¥2 ¥IIYR2/2" 色色ン Il-ト{止]へど!Iln 地!!I-L'l'.":ご〈わト;二台る γγ秋口

1J \OYR2/2 色/ルト ~;'!lí:l 討すi'J:: !"j-:IU血1I1 人が五 れ γふヲイ!ヒしょ主1111!!; 屯 10、コ)附"ちこくわ寸プJ、

ヤヘ

1.] ¥IIY¥U/斗H行初心色'l}j.l_---~ JLト-叩山地1¥1 ，J)I['1'-_ち γ土れ ;:J

15 ¥口、 R?t2.!.I.!.tM色、 i抗出色村ル ト I主コ、 11'仰の!生少'1'か 1，ω ヤヤ同

¥6 \OYR2/1、~ト 1 ~ :1IllIilび)J出11けいこかに る

¥7 \OYR2/2 出色也 Jl-ト[主~ ](liII:1! (!)J生1 之内少コ仰の

lX ¥IIYR4/4 色、日ンルト j生IIII.J忠ヘペ

S¥，(>(> ¥ ¥ ¥OYR3/4 II;"Wl色シルト-h'i 1一日 5ヘ 1(1日間びリむIIII-.P ・J史111泣かι?まれ勺 ヤヤ

ユ IOYR~/3 uìikJ色、むシルトコ~ 3mm山本レ'1'をら日~品川!のJilllll¥:J屯し勺和、で1

J I {J YR~/J ，q.¥tMむ干ルト S -1(1町1u)JlUlll Ll:iごくま γ

-1 ¥OYRJ/} Ii自ttHj:-， I~ ト ](1 日仰のj血 111\-)ヰ~rjl ~j:' t'，;まれてJヤγ

5 ¥0)"R3/2 lIim)むシルト "!}i.!".i三5へdmmび)J出III!.JWJノ、't'台まれるやや

6 ¥11可R2/2 色 シ ル ト ド -15聞のJi!!111iJ忠世-しろャャ牧口

7 ¥IIYR3/3 Ilifill色ι ト--II'il-.、 timmulJalll_j'J屯初、

出 ¥11可R4/4 色rr!i:l:-_ン 'L/ト--..:':Omm (1) 1ft j日lぷぺ L)

SK727.72H 1 ¥11)"¥0/可!!trI日じよくしまる j主!!jljl"b!:rjl}J: 

::2 !OYR3/3 HiHMu 

3 ¥OYR2/3 ムゾヤ L 勺 j主111'1、

4 ¥(IYR4/3にぶい抗i日色ャャ L主乙 j色l[p!I'V'l::i1i!::(:Tι1，'，1'1'あ 1)

5 ¥OY¥0/3 11出品色ャベ~ L士る j生111'1'1">¥合

SKP72り ¥ \IIYR2/3 1l在住j色村~ Ivト 1 品川1u)J\~11 けいこく少'1'が子;主れ勺

2 IOY¥，4/hぷ包'h1i_-j-.-ンルト j出1111)屯秋口

3 ¥IIYRJ/2 

SK1'74!J ¥ ¥IIYR3/3 11言問色日ンルト nl出ごくも、'1'η 止まれ

2 ¥11可R主3/β311陥坑尚品むシ }花i〆ト j付l'i_1-. i任:'1 一i刊(付}胤ぴ山'J地血 111け1.1口よ<iドiυ"け;カう、;古?主 1札L;之~ 中が口1 

3 ¥(1可 ¥0/βJ 1医陥花沼H向E日j色シlルLト {正 1 叩mψ叫)J由lけ11パi↑岱L、;以l'刀，;i'_ケfま)Lぺ屯3 γJヘ、i'パi秋i

4 \白可 R札、l収/月(1 1日色、渋l?.)~'i'tli~l-. J出111l)JUii、111一一三()Jlmを i:_r1おとする!'.Ii!J!こ!li';:lおむ…L1Jぺ上l'ゐャャ閥抗

SK1'752 ¥ ¥(lYR3/.1 I!奇I白色シルト-j，'il' 1 ~ 01目前山地1111♂、 I主111，，， )'1卜(')1、，).史上ごくわ1かに (-'Tまれ¥'ヤ似

2 ¥11可R.J/斗JlifiEJ(己的ンルトj;j-:II;にj也1111-. J'，¥:が字、 Ilt.じ心バうji，'Jにど(J加のj生1I1 〆勺 1川のぷこく!うらかにまれる

3 ¥IIY¥と213H{汁白色日ンル 1，~ "h~iJ:. 1 I})Jll.u!j-!J:zこく少引が主れ:ユベ秋

4 ¥OYlC!3 11託色シルト~も i:llII三(JmmfJ)J[I!.!II_!)J!L少る JluJlI1)虫 !l i';:I:jj-(l:Jにツラ (1じして !'J~i})t}j_l へ定化しているヤ)<~_}陀

SK80¥ ¥ ¥OY記刀¥日色ンル! ほとんど in人物なし折、

2 ¥(lYR2/2 "主任j色-H;'Y1?o)色川 1，~-ンルト\<::川山 \[~IIII ， 1えごぇ少'1'刀、主れる

3 IOYR2j3 f!frm色村じ んト任三-3mmのj也i!L!-.l<;:.JJUj/~ql;î: がれよ:__I "¥_}や秋

4 \IIYR2/2 ンルトはとんと dt 人 t切な I~ 牧

5 ¥IIYRm 11自!日色村i.l: ンル 1. i主~ :3n仰のJ出1111:1."少".か主れるヤ弓 i閥抗

。¥OY¥と-1/4Ifl(立♂段目 :30日1m山lUlI!j_!)JIl7う、んろ !nj(.-;，un)色 1-刀、人 1)込ら 泌氏
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SK668 ¥ ¥OYR4/(， tM色村 !vト i長の]世、れるやヤ政

2 ¥OYR4/4 t，.l色村d- ---5J1l1I (I)J血 1I11ーも~q! ;!:::"Tまれるべぺ

J 10)'¥U/.1 11;"1110)色1"<'，:1:-ンルト i王lmn1(j)J色1111:. !'，~こくかに fγ まれるが

斗 \OYル1/斗 jK} 色~ Hi1 t，~.)むンルト i 王立 :3mrn 'ノ)Jl!!llllドまれくl 秋

月 ¥0可R.1/4li{;lfifけ:__， Il.cr' i主 lfl日mぴ)J止1I1 !:J)li少'!(I'，まれるが、

(1 ¥OY記4/u 色↑l'i+.J世111h'i-!のム l

SKP7¥8 ¥ ¥OY記3/21l{yj日色ンルト~汀';:1- I 、 2肌の J\l! III-LI，~ごく少 1闘のノド ììリケニくわいゐヘノャ秋口

:2 IOYR:2/3 n.¥n.)色日色シルト任 lmllJ'J， 1の池IIII"Pごくわすかにたまれる秋口

J IOYR4/6 ll'd品EoIl'il".J也1111:)忠ヘペコ秋

~~ IOYR4/J H(f tMl0. "h1 j 上~ /' r(...ト 1 -;3川11じりJl!!1111-，I}¥:' jl~é!i、 ~jtl_:!:./);('ì 土れみ γγ閥抗

5 IOY日Jμ !山lほ在;俗i品H色f与~ ~ 1初}日H色己1れ ン}ルLト f任正 i ど叩叩1乙のyη)J幼!虫~111川!千 t

(， IOY日3/β211山在計1尚詰 i色~'!1J枯'i l". シ1ルLト i任王 111聞i灯'J.、i のj血山i刊I1け1:1紋えζ 〈わ一オJ一古か〕に J台i;まれ2る〉 中杉秋1人、訂[ 

7 IOYR.lμ11占的立~'h!î.'!'" ~ :-1(...ト[五コへ I()mm(flJlkJlI I".J)I(' 1 ， .~争中 えまれるャャ秋佼

日IOYR3/2lIiitiJ色1，'i:I-，-シルト 1~ ~nun の j虫 1111-，\'\こく少午後 1m "l1 山本伐材こく歩'f'がかまれる半

日i、1'71りA 1 10YR.I/.1 I日色、 J(，nj色WI_!へンルト 1主1 ~nTIl1ぴ J]lhlII I: P 少_ ql_:j: 任 i削11山本ニくわすカにろ

ユIIlYRJ/.!IIi'mi色ンルト-~!l1m の J\lt!!1 !J.!.ζ<;l1-jカに jii:JiJU!lll からなえf"f.:~()n山 11111万型 l プに (:ì まれ心ヘJヤ秋n

J IOYR5/6 {Nn.¥l0.'h!i土 地111-1カ1HJ(:!1('(ir-.)色 iかろレ人ろ γγ

! IOYR.I/恥!t月色~前向色lI'i.l'， ~ ~!v 1， [11;1去に 1:j";IU也1!I+f.'，:.J¥t日少ヘdヘJfll)iT[

SK1'71911 1 IOYR2β 色ンルト 1 :3 nnl のJtI!IIII'P ごくーかに任日 10加の Jl~IIIJW ニくわ 1 か;ニケ j れる γγ秋口

2 ¥(内 R"Jj3 il(1n)色村ンルト f~ 1 ~ ::;mrn (l)J出1111.1主力、こ¥1-':j:' Jj tヴ抑制のj生JlIj-j史1 カ川にた士心秋口

SI，(，5，1 1 10YIU/，1 iI日!日色シルト Immi'，'V'JJulllll:!ケァま

2 IOYR3/4 ン11ト lmrn のJ1hllllい 2-Jmrn山本民八 't-':ジカれん少'1ト

J 10YIミ3/3 lI，inH立ンルト TXmm ノ JJ!~IIIU.1. ，j史ぅ tれる!がめてが

1 10YR-I/4 ifl色シルト止のJtlull 主れ心

51IJY1W6 芯}0.jfh， :---!l-ト J!lull I'J販のIliIをーかj!il.(IJZ.J

(， IOYR.!/6 色ンルト 5 よりも刀

SK(J()i 1 IOYR2/3日ンルト 1悶，出1I11P二く事、れろ 1，竹

2 IOYR2/2 il日包 Jv]' 1 山地111，U:iノ lflm;n 山l史上村工(わすかにれ心 γヘJ折、

J IOYR2/3 !v 1、

! 10YIUハ日夜間色/ルト lSr山色 1.;Ji王山地111 忠

5 IOYR2/J Ii日出色ンルト 10川内JJiulll)望小町内史I!.":j:' 山乙ごく

6 1 OYRJ/4 II'T nl色 ンル 1，lij":P、のJallllj:i ぷir({Jには以とな勺j古かノ

7 IIIYR2/2 Ii(Wl色 )[..1. のi出ill こく jrIj:古ろ

10 IOYR2/2 己 / ル ト山地工く岳山均九

日K1'723

2 IOYR2/3 I!日約色〆 1レト日 1 山地111 か八7，牧口

1 IOYI<4I4 日色色、のI:f'ftおむ tれ〆

2 IOYR4/3と一日-グバ主1111以

J 10YIO/.! '.-I!.-1- (1);(I!111 LJ月

4 IOYR4/.! liii111色ンルト 係長

5 IOYR.j/ー! シルト lfi :';0防ゾノ地!!J !Lトペ日七二〆ル! 地 が !J(i'った i

(， IOYR-I/h 

7 IOYR2/3 iI(i治色/ル 1()i!lil ζ・い仁れ、、

SK(，(I2 210YIU/I 立/ルト人物うじ

J jOYR3j3 !ltHM色色ン 11ト 1-品目叩のj世ILiこi沿・ 1史l!l-Jjh1Lとるコ~江間10)，1，¥，-1'.1寸・本校こく少じるャベJ秋口

.j IOYR21J iJ 30 1りmm山崎1IIIr'i:L))立のIHJをfli'ftM色ンルト~砧 1，がJIIlめ之坑

5 IOYR212 旦~fM(立ンルトぷ:J~ 151mnし'iJ生!!lj)JU1frj!::(';まれるやヘ"1南町

6 IOYR1j2 :.!AIE.)色ンルト人物ほとんとなく J5)T[{iiI!<締まっている

7 IOYR21l ;1'(1'.シルト i1 s ~- ]0日間ぴiJ山II:J:JWがl}/ij:.Wじゐ iirEr't

8 IOYRJIl色日目色ンルト 11111111'，'のj世111.1叩がごく少じ勺

。IOYR2/3日前s色ンルト民 5、 15mmUlJ出 111 … I~Jßlが多_!l'に含まれるやべ

10 IOYR2/1色シルト筏 lnull 長前の J l!! 111ゴ佼がごく l/l!::;y~ じっているヘ、訂

日l、X04 1 IOYR3/3 II，H日色Wi土 ~ ン ル ト - -5mnの地 .))U少'1'_か;ヲまれゐヤヤ中

2 IOYR3/斗nnt日色 is(己'1-，<;.1-_--シルト i壬~ --::)U聞のj由:111:1'，ごくうl、が冷まれ勺ややが

IOYI<3/.1 Ilifi日色村ン I1ノト i玉三!Jmr.lU)J生1111:/'" ・(担少'，.がたま料、抗

SKX05 1 IOYR2/2 !.l.\î ~l 色 ~"n;ft~} fu ン"ト i_-~ 1 --~nlln (nj也III!-.I，!ごく合 'P台まれる秋口

2 IOYR4μW!色住j色村仁1-J世111:1ーを i一体としi利五みややfi1!fi

J IOYR2/3 iI日出色1，';1:i子3-5mm u)jl!!111 U"少-<1'計まれるやヤ1，毛穴
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